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文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（情報分野）

情報学的アプローチによる
「情報科」大学入学者選抜における評価手法の研究開発

概要説明

受託機関 連携大学等

大阪大学

大学院情報科学研究科

萩 原 兼 一
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http://www.uarp.ist.osaka-u.ac.jp/ 

2018年12月9日
第3回シンポジウム

大阪学院大学

次期学習指導要領にもとづく大学入試

2022/4 2023/4 2024/4 2025/4

次期学習指導要領 開始

高1

大学入試

2

高2
高3

教科｢情報｣
｢情報Ⅰ｣共通必履修科目
｢情報Ⅱ｣選択科目

現在の小学６年生
より若い人が対象

現在：教科｢情報｣選択必履修
｢情報の科学｣
｢社会と情報｣

情報の試験
何らかの形で入れる

高大接続システム改革会議「最終報告」より
2016/3/31    



次期学習指導要領 情報科 必修内容の変更

現行の学習指導要領

選択必履修 以下の科目のどちらかを履修

【社会と情報】（２単位） ８割履修

(1) 情報の活用と表現

(2) 情報通信ネットワークとコミュニケーショ
ン

(3) 情報社会の課題と情報モラル

(4) 望ましい情報社会の構築

【情報の科学】（２単位） ２割履修

(1) コンピュータと情報通信ネットワーク

(2) 問題解決とコンピュータの活用

(3) 情報の管理と問題解決

(4) 情報技術の進展と情報モラル

新学習指導要領

共通必履修科目 情報Ⅰは全員が履修

【情報Ⅰ】（２単位）

(1) 情報社会の問題解決

(2) コミュニケーションと情報デザイン

(3) コンピュータとプログラミング

(4) 情報通信ネットワークとデータの利用

発展的選択科目

【情報Ⅱ】（２単位）

(1) 情報社会の進展と情報技術

(2) コミュニケーションとコンテンツ

(3) 情報とデータサイエンス

(4) 情報システムとプログラミング

(5) 情報と情報技術を活用した問題発見・
解決の探究
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高大接続システム改革会議「最終報告」
（平成28年 2016/3/31）

対象とする教科・科目等
（次期学習指導要領下における基本的枠組み
（平成３６年度～））

次期学習指導要領における教科「情報」に関す

る中央教育審議会の検討と連動しながら、適切
な出題科目を設定し、情報と情報技術を問題
の発見と解決に活用する諸能力を評価する。
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大学入学共通テストで「情報」出題を検討 文科省
朝日新聞 2018年5月17日

文部科学省は、大学入試センター試験に代わる大学入学共通テストで「情
報」を出題の教科に加える検討を始めた。林芳正文科相が１７日、成長戦略を

作る政府の未来投資会議で表明した。新しい高校の学習指導要領で情報が必修

となることを受け、２０２４年度のテストから実施を目指すという。

２２年度から実施される新指導要領では、プログラミングや情報セキュリティー
の基礎などを学ぶ「情報Ⅰ」が必修化される。情報モラル教育に加え、情報の信
頼性や信憑性（しんぴょうせい）を見極める能力の育成をめざす。１７日の会議で
は民間議員が「大学入試で情報の試験の必須化」を求めたのに対し、林氏は「共
通テストの科目として、各大学の判断で活用できるようにする」方針を示した。安

倍晋三首相も「国語、数学、英語のような基礎的科目」として追加するよう求

めた。文科省はコンピューターを使う方式のテストも検討するという。

共通テストは２０年度から始まるが、新指導要領に対応するため、２４年度に再
び大きく変わる。文科省は２１年度に、実施方針を公表する予定だ。
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次期学習指導要領にもとづく大学入試

2022/4 2023/4 2024/4 2025/4

次期学習指導要領 開始

高1

大学入試

6

高2
高3

教科｢情報｣
｢情報Ⅰ｣共通必履修科目
｢情報Ⅱ｣選択科目

「情報」を大学
入試共通テスト
の科目に加える
ことを検討

現在の小学６年生
より若い人が対象

現在：教科｢情報｣選択必履修
｢情報の科学｣
｢社会と情報｣

情報の試験
何らかの形で入れる

⾼⼤接続システム改⾰会議「最終報告」より



教科「情報」におけるＣＢＴを活用した試験の開発に向
けた問題素案の作成について（依頼） 2018/7/17

大学入試センターでは、文部科学省が昨年７月に公表した「大学入学共

通テスト実施方針」（平成２９年７月１３日）を踏まえ、中長期的な視野で、

コンピュータベースの試験（ＣＢＴ）に関する調査研究「統計理論と情報技

術を用いた先端的試験技術の実証的研究（研究代表：大久保智哉准教

授）」を実施しております。

また、２０２２年度から共通必履修科目となる教科「情報」の科目「情報

Ⅰ」の大学入学者選抜における位置づけについても議論が始まっている

ところです。

そこで、別紙のとおり、教科「情報」におけるＣＢＴを活用した試験の開発

に向け、モデル問題を作成して今後の検証に活用するため、具体的な問

題素案を大学及び高校の教員から、広く募集することとしましたので、お

知らせいたします。
7

大学入試センター
情報科試験実証試験の当面のスケジュール

• 2018年８月末 問題素案を募集

• 2018年秋 問題素案を基にモデル問題を作成

• 2019年2月頃 モデル問題を数校程度で検証

• 検証結果を踏まえて問題作成方針案を作成

• 2019年4月～ 問題作成方針案に基づき問題素案を募集

• 問題素案を基に試行問題案を作成

• 2020年2月頃 試行問題案を十校程度で検証

8

来年，ぜひ問題の提案にご協力ください



事業のポイント（情報分野）

• 高校の新学習指導要領（2022年度から学年進行で
実施）の内容を対象とする

• 知識・技能を活用して課題を解決するために必要
な思考力・判断力・表現力を評価する試験問題の
作問方法の研究・開発する

• 成果を各大学の個別入試に普及させる

9

• CBT (Computer Based Testing)により思考力・
判断力・表現力を評価する試験問題の幅を広げ
ることを研究・開発する

研究・開発スケジュール

2016/10 2017/4 2018/4 2019/3

4)思考力・判断力・表現力を評価する作問例の研究

1)思考力・判断力・表現力の定義

CBT V1開発

CBT V2開発

CBTシステム
の研究開発

V1大学生模試

V2模試+妥当性検証

第１の柱
試験問題／作問手法
の開発

第２の柱

第３の柱
CBTならではの
試験問題の開発
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2,3)ルーブリック＋思考力等関係の検討

模試分析

V1高校生模試

2)情報教育の参照基準

次期学習指導要領パブコメ

解説

6)大規模CBT要求要件

最終成果物

5)CBTシステム

目的

大学生／高校対象V2模試

1’)思考力等評価
作問マニュアル追加



情報分野のアプローチの特徴

• 知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・
判断力・表現力を体系的に評価する

• 思考力・判断力・表現力とは？

• どのように作問するか？

• 作問マニュアルから作問

• 情報Ⅰ １２項目 情報Ⅱ １２項目

• これらを合計１０分野に統合しルーブリック作成

• その１０分野に内在する思考力等から作問

• CBT (Computer Based Testing)システムの試作

• 思考力・判断力・表現力の評価方法の幅が広がる

• 大学生／高校生による実証実験

11本シンポジウムのテーマ

2016/10 2017/4 2018/4 2019/3

4)思考力・判断力・表現力を評価する作問例の研究

1)思考力・判断力・表現力の定義

CBT V1開発

CBT V2開発

CBTシステム
の研究開発

V1大学生模試

V2模試+妥当性検証

第１の柱
試験問題／作問手法
の開発

第２の柱

第３の柱
CBTならではの
試験問題の開発
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2,3)ルーブリック＋思考力等関係の検討

模試分析

V1高校生模試

2)情報教育の参照基準

次期学習指導要領パブコメ

解説

6)大規模CBT要求要件

最終成果物

5)CBTシステム

目的

大学生／高校対象V2模試

1’)思考力等評価
作問マニュアル追加

思考力等をもとにした作問マニュアル



思考力・判断力・表現力
バズワード（buzzword）
実際には定義や意味があいまいな用語

評価対象なので，これらを定義しなければ
試験問題がこれらの力を評価できているか
を議論できない！？

13

知識・技能を活用して課題を解決する
ために必要な思考力・判断力・表現力

思考力の定義（再掲）
(Tr) reading (自分にとって必ずしも馴染みのない) 記述を読んで意味を理解する力。

問題: 記法の定義やその定義を参照する記述の読解ができていることを見る問題。

(Tc) connection (一見関連が分からないところから) 結び付きを見出す力。

問題例: 多数の事項の中から結び付きを発見できるか見る設問。

(Td) discovery (Tc で結び付きを発見したものを含めた事項の集まりに関して) 直接

に示されていない事柄を発見する力。

事柄としては、次のものが考えられる。

事項どうしの関連が持つ規則・規則性やトレードオフ。

事項に内在する問題・法則・原理。これらは「問題発見」「仮説構築」に相当する。

事項の特性や振舞いを説明する上で有用なモデル化や抽象化。

事項に対する現に記述されているのとは異なる視点。

事項が記述されている範囲(文書等) 外のものと事項との関連。

事項の記述・表現に内在する意図。

問題例: 事項の記述を与えた上で、上記のような新たな事柄を発見できるかを見る設問。

(Ti) inference (Tc で結び付きを発見したものやTd で発見したものを含めた) 事項・

事柄の集まりに対し推論を適用する力。

問題例: 推論の正しさ判別を見たり、推論そのものを構築させる。 14
- 07 -



判断力の定義（再掲）

(Ju) judgement . (優先順位づけを含め) 複数の事項

(トレードオフを含む) の中から、規定した基準において

上位ないし下位のものを選択する力。

基準としては、次のものが考えられる

個数、効率、金額などの理工学的に合理的な指標

社会的、倫理的、道徳的な影響や重要度

制約条件を与えることで順位が変化するような指標(セキュリティ、

安全などエンジニアリングデザイン的な指標)

問題例: 設問によって与えられた事項や、Tc の結び付き

の中から、Td で発見した事柄の中から、あるいはTi の推

論の道筋の中から、正しいものや重要なものを選ぶ設問。

必要に応じて前提とする状況や制約を付記する。
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表現力の定義（再掲）

(Ex) Expression . (与えられた基準において有用な) 表現を構築/考案/創出する力。

基準としては、次のものが考えられる。

日本語記述としての適切性(内容が過不足ない、把握しやすい提示順序、適切な接続関
係の採用など)。

図や絵(グラフや状態遷移図その他特定の図法によるもの、および一般的な模式図や絵
の形のもの)、表などで事項を表現する場合の適切性。重要な事項が読み取りやすく表
現されているか、アピールするかなど。

自分や他者の問題解決に資する表現としての適切性(提示された問題の本質的な部分の
選択や解決に至りやすい構造の選択など)。

プログラムなど処理手順記述としての適切性(求める結果の出力や構文規則への合致な
ど)。

自分と必ずしも前提が共通しない他者に理解可能な表現としての適切性(コミュニケー
ション内容としての適切性)。

SNS やネットなどの場における行動の適切さ(誤解を生まない、他者に迷惑を掛けない、
自分や他者にとって価値がある等)。

問題例: 設問によって与えられた事項や、Tc の結び付きについて、Td の発見した事柄につ
いて、あるいはTi の推論の道筋について、適切な表現を構築する設問。Tr の記法や定義
(所与のものまたは自分で定める) を適切に活用した記述も含む。必要に応じて前提とする
状況や制約を付記する。
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マクロな思考力

(Tm)  Meta strategy  — ここまでに挙げた個々の思考力・判断力・表現力を組み合わせて

高次の課題解決を行う力。例としては次のものが挙げられる。

• 有用な関連につながりそうな事項に着目して、記述を読み取る。(Tr)+(Tc)

• 有用な発見につながりそうな事項に着目して、記述を読み取ったり、事項間のつながりを探索す
る。(Tr)+(Td)、(Tc)+(Td)

• 有用な推論に必要とされそうな前提事項や、推論の帰結と相反する事項 (背理法を用いる場合)
に相当するものに狙いを定めて、記述を読み取ったり結び付きを見出したり直接に示されていない
事柄を発見する。(Ti)+(Tr)、(Ti)+(Tc)、(Ti)+(Td)

• 直接の推論では導けないが、複数の推論の帰結と前提のつながりを見出すことで可能となる推論
の連鎖を見出す。(Tc)+(Ti)

• 直接的に示されていないが適用可能な推論を発見し適用する。(Td)+(Ti)

• 上記のそれぞれにおいて、複数の可能性がある場合に、有用度の高いものを判断し選択する。
(Ju)+(Tx)+(Ty)

• 与えられたものに基づいてよりよい表現を作り出すことを通じて、記述の読み取り、結び付きを
の発見、直接に示されていないものの発見を行なう。(Ex)+(Tr)、(Ex)+(Tc)、 (Ex)+(Td)

• 前記において、課題により適した表現を選択する。(Ju)+(Ex)+(Tx)

—- 問題例: 複数の Tr, Tc, Td, Ti, Ex, Ju を、取捨選択しつつ、必ずしも自明でないやり方で
組み合わせ、求める結果に到達する筋道を構築させる設問。

21

作問マニュアル

2016/10 2017/4 2018/4 2019/3

4)思考力・判断力・表現力を評価する作問例の研究

1)思考力・判断力・表現力の定義

CBT V1開発

CBT V2開発

CBTシステム
の研究開発

V1大学生模試
176名

V2模試+妥当性検証

第１の柱
試験問題／作問手法
の開発

第２の柱

第３の柱
CBTならではの
試験問題の開発

22

3)ルーブリック×思考力等マトリックス

模試分析

V1高校生模試
約1000名

2)情報教育の参照基準

次期学習指導要領

学習指導要領解説

6)大規模CBT要求要件

最終成果物

5)CBTシステム

目的 1’)作問マニュアル



思考力等の定義をもとにした作題マニュアル例

(Tr) reading (自分にとって必ずしも馴染みのない) 記述を読んで意味を理解する力

Tr-def-apply --- 定義の適用

1.言葉や記号に対して意味を定義する(日常使
われている意味とは異なる設問中だけのもの
であることを明確にする)。

2. 定義を適用する場面を提示して適用結果を
答えさせ、正しい適用結果であるかを見る。

□ 設問の形式は次のようなものが考えられる。

○ 定義の適用結果を自由記述させる(ないし短冊形式で組み立てさせる)。

○ 複数の事項について適用結果が互いに同じになるものを答えさせる。

23

(Tr-def-apply) 作題例: ポンチー民族が使う数

□ 問: 次の説明を読み、設問に答えよ。

ポンチー民族は､数をあらわすのに「ポン」で「1」を表し、必要な数だけ「ポ

ン」を繰り返すことでその数を表し、「チー」でそこまでに表した数の2倍を意味さ

せるものとする。（イメージ例なので､問題は完全なものではない。）

たとえば「ポンポン」は2、「ポンポンチー」は4、「ポンポンチーポン」は5を表す。

□ 設問: 次の表記が表す数を回答欄に記入しなさい。

(1) ポンチーポンチー ポン 1 チー 1×2 ポン 1×2+1 チー (1×2+1 )×2 = 6

(2) ポンポンチーチー

(3) ポンチーポンポンチー

□ 解答例: (1) 6 (2) 8 (3) 8

□ 解説: この作題例では、手順的な数値の表現方法を定義し、その定義が適用でき

ることを見ている。定義そのものは読解的思考力により読み取るが、その解釈方法

は手続き的な操作を求めるという点で情報科的な力も必要としている。

24

ポンチー数 自然数
ユニーク

ユニークでない



Tr-def-apply — 定義の適用

Tr-abst-conc — 抽象的記述へのあてはめ

Tr-conc-abst — 具体的記述からの一般化

Tr-extra-graph — 見慣れない図式の読み取り

Tc-set-relation — 集合中の関連抽出

Td-rule-tradeoff — 規則やトレードオフの発見

Td-prob-law — 問題・法則・原理の発見

Td-model-abst — モデル化と抽象化

Td-diff-view — 異なる視点の発見

Td-extern-rel — 記述と外部事項の関連発見

Td-expr-intent — 記述・表現の意図の発見

Td-judge-criteria — 判断において有効な基準の発見

・・・ 26

作題手順の例（すべてではない）

ルーブリック×思考力等マトリックス

2016/10 2017/4 2018/4 2019/3

4)思考力・判断力・表現力を評価する作問例の研究

1)思考力・判断力・表現力の定義

CBT V1開発

CBT V2開発

CBTシステム
の研究開発

V1大学生模試
176名

V2模試+妥当性検証

第１の柱
試験問題／作問手法
の開発

第２の柱

第３の柱
CBTならではの
試験問題の開発
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3)ルーブリック×思考力等マトリックス

模試分析

V1高校生模試
約1000名

2)情報教育の参照基準

次期学習指導要領

学習指導要領解説

6)大規模CBT要求要件

最終成果物

5)CBTシステム

目的 1’)作問マニュアル



Computer Based Testing System

CBT‐V2

29

CBT(Computer Based Testing)

思考力・判断力・表現力を評価する
設問の幅が広がるはず！

30

●｢情報入門系科目｣を履修した
東大・阪大の１年生ボランティアを
｢情報Ⅰ｣を履修した仮想高校生とみなし
2018年8月にCBT-V2実証実験を実施
・問題の難易度は？
・思考力・判断力・表現力を評価できているか？
・CBTシステムの使用感は？
●2019年1～2月に高校生対象の実証実験
・7高校 約1600名



試験概要

問題構成: 

問題2セット（合計60分）

第1セット 小問 15題 （30分）

項目応答理論を想定

第2セット 大問 2題 （30分）

受験者: 大学1年生176名 (阪大/東大)

高校生 約1600名 7高校 32

CBTシステムならではの出題

プログラミング部分の

ユーザインタフェース



プログラミング問題のCBT環境

• プログラムの完成版を一度で書くことは難しい

• プログラムの作成，実行，デバッグを繰り返す

• 基本命令（代入文，if then else文，while文）のレベ
ルで大きな内容をプログラム化するのは難しい
基本命令（釘，金槌，板）で犬小屋は作れるが，人が住む住居
を作るのは大変である．

プレハブ工法的な作り方が必要である．

• ブラックボックス化が重要
• 意味のあるプログラム断片（手続き／関数）を自ら作成する

プレハブ部品（部屋のユニット等）そのものを作成する

• すでに存在するライブライ関数を用いてプログラムを作成する
プレハブ部品を用いて住居（複雑な内容）を作成する

• 情報IIのデータサイエンス，他の科目のプログラム処理
に使えるプログラム言語が好ましい

そのような解答環境をCBTシステムで提供したい！

前右前前右前前右前前右前
と動かせばよいが，この中で
繰り返しできる部分を探し
それをループを用いて構成する
それを実行し，意図通りになるかを
確認できる



ループを見つける（１）

前右前前右前前右前前右前

ループを見つける（２）

前右前前右前前右前前右前

解はユニークでない



普及活動
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成果の普及に向けた取組（2018年度）

1. 全国大学入学者選抜研究連絡協議会（入研協）大会 イベント

大学入学者選抜改革エキスポ 2018年5月26日（土）＠電通大

New Education EXPO＠東京ファッションビルタウン 2018年6月7日

New Education EXPO＠大阪マーチャンダイズマートビル 2018年6月15日

日本情報科教育学会・全国大会・特別講演「大学入学者選抜改革推進委託事
業における情報科のための思考力・判断力・表現力を評価する問題の作題手
順の提案」 2018年6月23日＠東京学芸大

情報教育シンポジウム 2018年8月19日＠水俣

ワークショップ 情報入試の『思考力をはかる問題』を作ってみよう

2. 大学関係者へ事業紹介 理工系情報学科・専攻協議会 2018年7月20日＠金沢

3. 事業紹介 FIT（情報科学技術フォーラム）

2018年9月19～21日 福岡工大 効果が少ないと判断し実施せず

5. 本事業の第３回シンポジウム 2018年12月9日（日）＠大阪学院大

6. 高校生対象のCBT-V2を用いた実証実験（30+30分版）

（2018年12月～2019年2月 高校のコンピュータ室 7校，約1000名）

7. 事業紹介 情報処理学会全国大会 2019年3月14日＠福岡大学
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今後の課題など

• 試験問題の検討

• IRT（項目応答理論）利用の可能性

• IRT向けの作問方法の検討

• IRTで思考力・判断力を評価できるかどうかの検討

• 多くの資料等を見て解答する設問の解答インタ
フェースの検討

• 記述式および図等の解答インタフェースの検討

• CBTならではの設問の検討
• プログラムを記述する言語をどのようにするか

51

参考
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｢⾼⼤接続改⾰について｣より 53

大学入学者選抜改革推進委託事業
平成２８年度予算額（案） ３億円【新規】

背景・課題

○ 高大接続改革を実現するためには、高等学校教育と大学教育の接続面である大学入学者選抜において、「学力 の
３要素」（※）を多面的・総合的に評価し、大学教育における質の高い人材育成につなげていくことが重要。しかし 現
状では、各大学の入学者選抜において、「思考力等」や「主体性等」の把握、評価が十分に行われていない。
（※ 学力の３要素：①知識・技能、②思考力・判断力・表現力等、③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

事業概要

「思考力等」や「主体性等」を評価する大学入学者選抜改革を効果的・効率的に推進するため、受託機関と協力大学の協働に
より、以下の調査研究を実施する。
① 各大学の入学者選抜改革における課題の調査分析及び分析結果を踏まえた改革の促進方策に関する調査研究
② 次期学習指導要領改訂（※）の方向性等も踏まえた「思考力等」をより適切に評価する教科・科目横断型・総合型

の評価手法や、「主体性等」をより適切に評価する面接等の手法に関する調査研究
（※ 次期学習指導要領に向けて、国語科や地理歴史科、情報科等における必履修科目の見直しや、数学と理科の知識や技能を総合的に活用する選択科目の設置などが検討さ

れている。）

【対象となるテーマ】
○ 人文社会分野、理数分野、情報分野の評価手法（各１件）
○ 面接や書類審査等教科・科目によらない評価手法（１件） 計４件

事業成果

○ 大学入学者選抜の改革を進める上での具体的な課題・問題点の抽出、解決策、改革促進方策の提示
○ 多面的・総合的な評価を推進する新たな評価手法の蓄積・普及

受託機関

協力大学

協力大学協力大学

調査研究の委託

所要の指導・助言

定期的に進捗状況
を報告 ②新たな評価手法の調査研

究

①入学者選抜改革の課題・促進
方策に関する調査研究

調査結果を踏まえながら

協力大学

文部科学省

研究成果を基に、 選抜
方法の課題解決 につな
がるガイドライン等 の策

定・普及

全国の大学

22
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文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業
公募要領の趣旨（2016年6月）

高大接続改革を実現するためには、高等学校教育と
大学教育との間に位置する大学入学者選抜の改革が不
可欠であり、各大学の入学者選抜において、「知識・
技能」の十分な評価が行われるとともに、「思考力・
判断力・表現力」や「主体性を持って多様な人々と協
働して学ぶ態度」に関する評価がより重視されること
となるよう、改革を進める必要がある。

本事業は、各大学における大学入学者選抜改革を進
める上での具体的な課題や問題点を整理するとともに、
特に「思考力・判断力・表現力」や「主体性を持って
多様な人々と協働して学ぶ態度」に関する多面的・総
合的な評価を行うための実践的で具体的な評価手法を
構築し、その成果を全国の大学に普及することによ
り、各大学の入学者選抜改革を推進するものである。
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終わり
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え
ら
れ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
作

を
ト
レ
ー
ス
で
き
る

2-
1
与
え
ら
れ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
作

を
説
明
で
き
る

2-
2
与
え
ら
れ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
作

が
指
示
と
相
違
す
る
場
合

に
そ
の
相
違
を
修
正
で
き

る

2-
3
与
え
ら
れ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
指

示
さ
れ
た
動
作
に
な
る
よ

う
に
修
正
で
き
る

3 目
的
に
応
じ
た
機
能
を
満

た
す
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
・
作
成

で
き
る

4 目
的
に
応
じ
た
機
能
・
要

求
を
よ
り
良
く
満
た
す
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
計
・
作
成
で
き
る

5 設
計
・
作
成
し
た
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
お

よ
び
そ
の
過
程
を
評
価
し

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る



シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
モ
デ

ル
化
含
む
）

1-
1
与
え
ら
れ
た
モ
デ
ル
と
そ

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
方

法
に
関
す
る
質
問
に
答
え

ら
れ
る

1-
2
与
え
ら
れ
た
モ
デ
ル
を
与

え
ら
れ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
方
法
に
よ
っ
て
、

小
さ
い
例
に
対
し
て
手
計

算
し
た
り
、
表
計
算
な
ど

に
よ
っ
て
実
行
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る

2-
1
与
え
ら
れ
た
モ
デ
ル
と
そ

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
方

法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

2-
2
与
え
ら
れ
た
モ
デ
ル
も
し

く
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
、
指
示
さ
れ
た
目

的
に
沿
う
よ
う
に
修
正
で

き
る

3 与
え
ら
れ
た
目
的
に
沿
っ

て
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
そ

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
方

法
を
設
計
し
実
行
で
き
る

4 与
え
ら
れ
た
尺
度
で
よ
り

良
い
モ
デ
ル
を
構
築
し
た

り
、
よ
り
良
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
設
計

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
仕
組
み

1-
1
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
と

そ
の
構
成
要
素
に
関
す
る

質
問
に
答
え
ら
れ
る

1-
2
与
え
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
動
き
を
ト
レ
ー
ス
で

き
る

2-
1
与
え
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
性
質
、
特
徴
、
問
題

点
な
ど
を
説
明
で
き
る

2-
2
与
え
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
、
指
示
さ
れ
た
機
能

を
持
つ
よ
う
に
修
正
で
き

る

3 与
え
ら
れ
た
機
能
を
満
た

す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
計

で
き
る

4 与
え
ら
れ
た
機
能
・
要
求

を
よ
り
良
く
満
た
す
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
設
計
で
き
る

情
報
シ
ス
テ
ム

と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
情
報
シ
ス

テ
ム
）

1-
1
与
え
ら
れ
た
情
報
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
質
問
に
答
え

ら
れ
る

1-
2
与
え
ら
れ
た
情
報
シ
ス
テ

ム
の
利
用
方
法
を
説
明
で

き
る

2 与
え
ら
れ
た
情
報
シ
ス
テ

ム
の
利
便
性
と
問
題
点
を

説
明
で
き
る

3 示
さ
れ
た
目
標
に
応
じ

た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改

善
案
を
提
案
で
き
る

4 示
さ
れ
た
課
題
に
対
し

て
、
目
標
の
設
定
を
含
め

て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
デ

ザ
イ
ン
で
き
る

情
報
シ
ス
テ
ム

と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）

1-
1
与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
関

す
る
質
問
に
答
え
ら
れ
る

1-
2
与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
ど
の
よ
う
に
問
い
合

わ
せ
た
ら
よ
い
か
答
え
ら

れ
る

2-
1
与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
利
点
と
問
題
点
を
説

明
で
き
る

2-
2
与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
問
題
点
を
修
正
で
き

る

3 示
さ
れ
た
課
題
に
対
し

て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
で
き
る

4 示
さ
れ
た
課
題
に
対
し

て
、
目
標
の
設
定
を
含
め

て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
デ

ザ
イ
ン
で
き
る

デ
ー
タ
分
析

1-
1
デ
ー
タ
を
収
集
し
整
理
・

整
形
す
る
こ
と
が
で
き
る

1-
2
整
理
・
整
形
さ
れ
た
デ
ー

タ
に
対
し
て
、
指
定
さ
れ

た
方
法
で
モ
デ
ル
化
や

デ
ー
タ
処
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
る

2-
1
モ
デ
ル
化
や
デ
ー
タ
処
理

に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
を
解

釈
・
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
る

2-
2
異
な
る
目
的
に
沿
っ
て
、

指
定
さ
れ
た
モ
デ
ル
化
や

デ
ー
タ
処
理
の
方
法
を
適

切
に
変
更
・
拡
張
し
、

デ
ー
タ
を
解
釈
・
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る

3 デ
ー
タ
の
よ
り
効
果
的
な

解
釈
・
表
現
の
た
め
に
、

モ
デ
ル
化
や
デ
ー
タ
処
理

の
方
法
を
比
較
し
て
、
よ

り
適
切
な
も
の
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る

4 モ
デ
ル
化
や
デ
ー
タ
処
理

の
結
果
を
評
価
し
、
モ
デ

ル
化
や
処
理
，
解
釈
・
表

現
の
方
法
を
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
る

情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

1-
1
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
記
述
を
読
ん
で
、
質

問
に
答
え
ら
れ
る

1-
2
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確

保
す
る
方
法
を
実
行
で
き

る

2-
1
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確

保
す
る
方
法
を
説
明
で
き

る

2-
2
示
さ
れ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
確
保
す
る
方
法

を
、
指
示
さ
れ
た
条
件
に

あ
わ
せ
て
修
正
で
き
る

3 与
え
ら
れ
た
目
標
に
そ
っ

て
、
既
存
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
手
段
を
選
択
し
、

活
用
で
き
る

4 情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
レ

ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

手
段
を
改
善
で
き
る



法
／
制

度
・
倫
理

メ
デ
ィ
ア

と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報
デ
ザ

イ
ン
と
コ

ン
テ
ン
ツ

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

の
仕
組
み

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ

ン
（
モ
デ

ル
化
含

む
）

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

仕
組
み

情
報
シ
ス

テ
ム
と

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

（
情
報
シ

ス
テ
ム
）

情
報
シ
ス

テ
ム
と

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

（
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）

デ
ー
タ
分

析

情
報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

Tr
-d

ef
in

iti
on

定
義
形
式
の
記
述
を
読
ん
で
意
味
を
理
解
す
る
力
。

1 2
1-
2

2
1-
2

1-
1

1-
2

1-
1

Tr
-n

ar
ra

tiv
e

叙
述
文
を
読
ん
で
内
容
を
理
解
す
る
力
。

4-
1

4-
2

2-
2

3
1-
2

2-
1

2-
2

3 4

2-
1

2-
2

3 4

1-
1

1-
2

2-
1

4

2-
1

3
2-
2

3 4

1-
1

1-
2

2-
1

Tr
-a

bs
tra

ct
io

n
抽
象
的
記
述
と
具
体
的
記
述
の
対
応
を
理
解
す
る
力
。

1 2 4-
2

1-
1

2
1-
2

Tr
-g

ra
ph

ic
al

図
的
表
現
と
説
明
を
読
み
内
容
を
理
解
す
る
力
。

1-
2

4
1 2-
1

1-
2

2-
2

1-
1

2-
1

Tc
-in

di
re

ct
io

n
要
素
に
対
し
て
何
ら
か
の
規
則
を
適
用
し
た
結
果
に
基
づ
く

結
び
付
き
を
見
出
す
力
。

3
2-
1

2-
1

4
2-
1

1-
1

2-
1

Td
-ru

le
tra

de
of

f
事
項
ど
う
し
の
関
連
が
持
つ
規
則
・
規
則
性
や
ト
レ
ー
ド
オ
フ

を
発
見
す
る
力
。

4-
1

4-
2

1 2-
1

2-
2

Td
-p

ro
bl

aw
事
項
に
内
在
す
る
問
題
・
法
則
・
原
理
を
発
見
す
る
力
（
問
題

発
見
、
仮
説
構
築
）
。

4-
2

1-
2

2-
2

3 4

2-
2

3 4

2-
1

Td
-m

od
el

ab
st

事
項
の
特
性
や
振
舞
い
を
説
明
す
る
上
で
有
用
な
モ
デ
ル
化

や
抽
象
化
を
発
見
す
る
力
。

3 4-
2

3
1-
2

2-
1

2-
2

Td
-d

iff
vi

ew
事
項
に
対
す
る
現
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
視
点

を
発
見
す
る
力
。

4-
2

4

Td
-e

xt
er

na
l

事
項
が
記
述
さ
れ
て
い
る
範
囲

(文
書
等

)外
の
も
の
と
事
項

と
の
関
連
を
発
見
す
る
力
。

4-
2

3
2-
1

3
3 4



法
／
制

度
・
倫
理

メ
デ
ィ
ア

と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報
デ
ザ

イ
ン
と
コ

ン
テ
ン
ツ

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

の
仕
組
み

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ

ン
（
モ
デ

ル
化
含

む
）

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

仕
組
み

情
報
シ
ス

テ
ム
と

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

（
情
報
シ

ス
テ
ム
）

情
報
シ
ス

テ
ム
と

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

（
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）

デ
ー
タ
分

析

情
報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

Td
-e

xp
rin

te
nt

事
項
の
記
述
・
表
現
に
内
在
す
る
意
図
を
発
見
す
る
力
。

2-
2

4
1-
1

2-
1

Td
-ju

dg
ec

rit
er

ia
事
項
の
集
ま
り
に
対
す
る
判
断
に
お
い
て
有
効
・
有
用
な
基

準
を
発
見
す
る
力
。

3 4-
1

4-
2

5
2-
2

Ti
-c

or
re

ct
ne

ss
提
示
さ
れ
た
推
論
の
正
し
さ
を
判
断
し
、
ま
た
正
し
く
な
い
な
ら

そ
の
箇
所
を
指
摘
す
る
力
。

2-
2

5

Ti
-in

fe
re

nc
e

適
切
な
推
論
を
行
い
正
し
い
結
論
に
到
達
す
る
力
。

1 4-
2

4
1-
2

4
2-
2

3 4

3 4
2-
1

1-
1

1-
2

2-
1

Ti
-c

on
st

ru
ct

io
n

目
的
と
す
る
結
論
に
向
け
て
推
論
の
筋
道
を
構
築
す
る
力
。

4-
1

4-
2

2-
1

2-
1

3
2-
2

3 4

2-
1

Ju
-o

rd
er

in
g

与
え
ら
れ
た
基
準
に
お
け
る
順
位
付
け
を
判
断
す
る
力
。

4-
1

4-
2

3
2-
2

3
2-
2

4

Ex
-d

es
cr

ip
tio

n
有
用
な
文
章
記
述
を
構
築
す
る
力
。

4-
1

4-
2

1-
1

1-
2

3

2-
1

2-
1

3
2-
1

4
2-
1

Ex
-g

ra
ph

ic
al

有
用
な
図
的
表
現
を
構
築
す
る
力
。

4 5
3

2-
2

3 4

1-
1

1-
2

Ex
-p

ro
gr

am
m

in
g

適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
力
。

1-
2

3
1-
2
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「情報デザインとコンテンツ」
に準じた問題案

高橋尚子（國學院大學）

伊藤一成（青山学院大学）

指導要領での記述内容（情報Ⅰ）

(2) コミュニケーションと情報デザイン

• メディアとコミュニケーション手段及び情報デザインに着目し，目的や状況に応じ
て受け手に分かりやすく情報を伝える活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

• (ｲ) 情報デザインが人や社会に果たしている役割を理解すること。

• (ｳ) 効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法を理
解し表現する技能を身に付けること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

• (ｲ) コミュニケーションの目的を明確にして，適切かつ効果的な情報デザインを考
えること。

• (ｳ) 効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法に基
づいて表現し，評価し改善すること。

2 第3回シンポジウム-



指導要領での記述内容（情報Ⅱ）

(2) コミュニケーションとコンテンツ

• 多様なコミュニケーションの形態とメディアの特性に着目し，目的や状況に応じて
情報デザインに配慮し，文字，音声，静止画，動画などを組み合わせたコンテン
ツを協働して制作し，様々な手段で発信する活動を通して，次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

• (ｲ) 文字，音声，静止画，動画などを組み合わせたコンテンツを制作する技能を
身に付けること。

• (ｳ) コンテンツを様々な手段で適切かつ効果的に社会に発信する方法を理解す
ること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

• (ｲ) 情報デザインに配慮してコンテンツを制作し，評価し改善すること。
• (ｳ) コンテンツを社会に発信したときの効果や影響を考え，発信の手段やコンテ
ンツを評価し改善すること

3 第3回シンポジウム

「情報デザインとコンテンツ」
ルーブリック項目と出題の観点

4 第3回シンポジウム

ルーブリック項目 出題の観点

1 与えられたコンテンツが表現する情報
や社会への役割を認識できる

ピクトグラム、イラスト、グラフ、ポス
ター、動画、音声などのコンテンツの意
味や役割を説明できる

2-1 与えられたコンテンツが表現する、情
報デザインの考え方や手法を理解し、
説明できる

ポスターやスライドなど複数の情報が
入ったコンテンツの要素やレイアウトを
説明できる

2-2 与えられたコンテンツが表現する情報
デザインが、伝達したい情報と合致し
ているか評価し、改善できる

文字情報から作成した表などを比較し
て、漏れや間違いがないか、デザイン
に誤解されやすくないか指摘する

3 伝達したい情報を、目的に応じてコン
テンツとしてデザイン・制作できる

知らない情報を相手に、適切につたわ
るように情報を整理して、表現できる

4 コミュニケーションの目的に応じて、よ
り効果的なコンテンツの情報デザイン
を考え、制作できる

伝える相手に合わせて、必要な情報に
アクセスできるようデザインし、レイア
ウトできる

5 デザイン・制作したコンテンツを発信し
た場合の効果や影響を考え、評価し、
改善できる

すでにあるWebサイトやポスターなど
について、効果や影響の有無を考え、
指摘する
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指導要領での定義

• 目的や状況に応じて文字，音声，静止画，動画など
を組み合わせて制作したもの、例えば、Webページ
やポスター、スライドなどである。

「コンテンツ」とは

• 効果的なコミュニケーションや問題解決のために，情
報を整理したり，目的や意図を持った情報を受け手
に対して分かりやすく伝達したり，操作性を高めたり
するためのデザインの基礎知識や表現方法及びそ
の技術のことである。

「情報デザイン」とは

5 第3回シンポジウム

つたえる

情報デザイン

あら
わす

つくる
しらべ
る

1. 与えられたコンテンツが表現する情報や社会への役割を
認識できる（問題案）

【問】 次の（１）から（３）のコン
テンツが表現する情報、およ
び社会での役割を述べよ。

【問】 次の情報デザインの図
が表す意味を説明せよ。

（１）

（２）

（３）

（回答のポイント）
イラスト、図の形、色
使い、それらの組み合
わせ方などを判断して
説明する

6 第3回シンポジウム

TJE：Tr-graphical
Td-ruletradeoff



＜出題のアイデア＞

題材として、次のようなものが考えられる

アプリケーションや情報端末などの操作方法を提示し、実
際に操作を記録する

警告表示や注意表示を提示し、意味と役割を解答させる

FAQなど疑問に対する回答が書かれたWebページの情報
を理解し、解決する

生き物の飼い方、ゴミの出し方、知らない場所へのアクセ
ス方法などの情報から、自分が実際行うべきことを理解し、
役割を解答させる

CBTを使用するなら、さまざまな内容を15秒程度の映像で
見せて、その意味と役割を解答させる

7 第3回シンポジウム

2-1与えられたコンテンツが表現する情報デザインの考え
方や手法を理解し、説明できる（問題案）

【問】文化祭で販売する商品のポスター案AとBの2種類を作成
した。「アイスクリームとプリンの両方を売りたい」場合、より適
切な方を選び、その理由をのべよ。

A B

（回答のポイント）
Bを選択
理由として、横2段
に同じ順に、同じ量
で情報を掲載してい
る点に気づくこと

8 第3回シンポジウム

TJE：Tr-graphical
Tc-indirection
Td-ruletradeoff



2-2与えられたコンテンツが表現する情報デザインが、伝達し
たい情報と合致しているか評価し、改善できる（問題案）

【問】市民マラソン大会の概要を記した文章から、Webページで公開する内
容を表に作成したところ、情報の記載漏れと間違い、書き方の不統一があっ

た。記載漏れと間違いと不統一の箇所を指摘しなさい。

市民マラソン大会の概要

マラソンの開始は、種別ごとに、車いすランのスタートが8時15分、一般のマラソン
とファンランのスタートを8:30とします。マラソン全体の終了は12時です。
車いすランは5Kmで、参加資格は高校生以上、30分以内にゴールできることを条
件とします。定員は50名、参加費は3000円です。
マラソンは、フルマラソンで42.195Km、参加資格は、18歳以上、6.5時間以内に
ゴールできることです。競技者200名、一般は10000名で募集します。
ファンランは、5Kmを70分以内で走れる、中学生以上なら誰でも参加できます。
2000名の応募で締め切ります。
参加費は、マラソンが10000円で、ファンランは、中学生2000円、高校生以上3000
円とします。

9 第3回シンポジウム

2-2 間違ったWebページの例と指摘

市民マラソン大会の概要

種別 資格 定員 制限時間 参加料

車いす
マラソン

高校生以上 50名 30分 3000円

マラソン
競技者 2000名

6.5時間 10000円
一般 1万名

ファンラン
中学生 200名

70分
3000円

高校生以上 2000名 2000円

（回答のポイント）
・記載漏れ・・・スタート時間
・間違い・・・マラソンの競技者の定員を200名にする

ファンランの参加料が中学生と高校生以上を逆にする
・表記の統一・・・マラソンの一般の定員が漢数字である

マラソンの制限時間の単位が違う
・色分けのし方で、セルを結合したためにわかり難くなっている

10 第3回シンポジウム

TJE：Tr-narrative
Ti-correctness
Td-exprintent



3 伝達したい情報を目的に応じてコンテンツとしてデザ
イン・制作できる（問題案）

【問】セパタクローというスポーツを、4枚のスライドで相手にわかりやすく説
明するために、適切な情報に分け、スライドの順番を考えなさい。
① 説明から、情報を4つに分けたとき、その内容につけるタイトル
（見出し）を書いてください。
② まず、セパタクローがイメージでき、深く理解できるように、4つの
情報を並べ替えてください。
③ 4つの情報を、文字と合わせて使うと効果が高くなる適切な表現
方法をそれぞれ選択しなさい。
＜選択肢＞ イラスト 写真 音声 動画

例）セパタクローの説明（日本セパタクロー協会から）

セパタクローの「セパ」はマレー語で「蹴る」、「タクロー」はタイ語で「(藤で編んだ)ボール」
と云う意味で、セパタクローは2つの言葉の合成語であり、ネットをはさんで足や腿または
頭を使ってボールを相手コートに返しあう競技でバレーボールに似たゲームである。
セパタクローのルーツは、9世紀の昔から東南アジアの各国各地で伝えられてきた伝統
スポーツである。ボールは12の穴と20の交点を持つよう編み重ねた球形のもので、プラス
チックで作られている。ボールの円周は、男子用が0.41m～0.43m、女子用では0.42m～
0.44mとなっています。重量は、男子が170g～180g、女子用が150g～160gである。

11 第3回シンポジウム

3 回答例とポイント

① 4つに分けた例
A) 言葉の意味

B) 競技の特徴

C) 歴史

D) ボールのこと

② まずイメージがわかる
ように並べ替えた例

B) ⇒ A) ⇒ D) ⇒ C)

③ 文字と組み合わせる表現技法
の例
A) 言葉の意味 ・・・イラスト

B) 競技の特徴 ・・・動画

C) 歴史 ・・・イラスト

D) ボールのこと ・・・写真

競技の特徴 言葉の意味

ボール
歴史

セパタクロー（回答のポイント）
①文章から4つに分類できること
②イメージをつかんでもらうに
は、何を始めに伝えればいいか、
③説明するものによって、追加
する表現技法を選べるか

12 第3回シンポジウム

TJE：Tr-narrative
Td-externfel
Ju-ordering



4 コミュニケーションの目的に応じてより効果的なコン
テンツの情報デザインを考え、制作できる（問題案）

【共通入試や一般入試の出題としては、制作環境や時間制限があるので、
AO入試などでの利用が可能である】
【問】マラソン大会の案内をWebで発信する場合、次のような情報の要素で
構成するとき、参加者の目線で、どこに、どのように配置するとよいか、提案
してください。
＜情報の要素＞
・写真はサイズの変更ができる。
・別に、種別ごとの詳細なページが用意してあり、
リンクボタンがある。

＜回答のさせ方＞
回答場所に、罫線の入った用紙（画面）を用意し、
要素を並べさせる

●12月8日（日）8時スタート：小雨決行
●コース：岸辺川（高校橋から大学橋）

主催：
後援：
問合せ先：

マラソ
ン写真

ファン
ラン写
真

車いす
マラソ
ン写真

種別の応募資格・参加料など一覧

応募方法
・Web応募はこちらへ
・応募用紙（ダウンロード）

マラソン詳細へ

ファンラン詳細へ

車いす 詳細へ

（回答のポイント）
タイトルを上部におき、
参加者が種目を選択しや
すいようにレイアウトす
る

13 第3回シンポジウム

TJE： Ex-graphical
Td-exprintent
Td-diffview

5 デザイン・制作したコンテンツを発信した場合の効果
や影響を考え、評価し、改善できる

【共通入試や一般入試の出題としては、制作環境や時間制限があるので、
AO入試などでの利用が可能である】
【問】高校の特徴を紹介するWebページを次のように構成して、デザインした。
これから受験する中学生の目線で見たときの改善の提案をしてください。

キミを待ってる

大大高校

キミを待ってる
ぜ！

大大高校

（回答のポイント）
タイトルのイメージがどうか、
トップに文章がたくさんある、
入試案内が小さい、特徴がわ
かるか、など

＜出題のアイデア＞
既存のWebサイトやポスター
などのコンテンツを見て、情
報のつたわり方や効果、影響
を考え、改善の提案をする

●私達の高校は歴史が古く・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

かわい
い先輩
たち

クラブ
活動

年間
行事

入試案内施設 進路教育方針 アクセス

14 第3回シンポジウム

TJE：Td-judgecriteria
Ti-correctness 
Ex-graphical



2025年度高校教科「情報」入試を考える

–思考力・判断力・表現力を評価する

試験問題の作問方法–

法／制度・倫理 辰己 丈夫

2018年 12月 9日 大阪学院大学

法／制度・倫理 情報 I における学習指導要領の記述

(1)情報社会の問題解決

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) 情報に関する法規や制度,情報セキュリティの重要性,情報社会における個人の責任

及び情報モラルについて理解すること。

(ウ) 情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響について理解すること。

(1)情報社会の問題解決

イ 次のような思考力,判断力,表現力等を身に付けること。

(イ) 情報に関する法規や制度及びマナーの意義, 情報社会において個人の果たす役割や

責任,情報モラルなどについて,それらの背景を科学的に捉え,考察すること。

(ウ) 情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会の構築について考察す

ること。

法／制度・倫理

法／制度・倫理

1. 法／制度・倫理に関する記述を理解し、質問に答えられる

2. 法／制度・倫理に関する記述を具体的な場面に適用して考えることができる

3. 与えられた目的を満たす規則／制度・倫理基準を提案できる

4-1. 法／制度・倫理に関してジレンマがある状況において、優先度を考慮して判断できる

4-2. 多くの人が合意できる規則／制度・倫理基準を提案できる

1. 法／制度・倫理に関する記述を理解し、質問に答えられる

問題

次の選択肢から、もっとも誤っているものを選べ。



(1) 何が違法かを知らないとしても、違法行為は有罪になる。

(2) 国の法律に書かれていなくても、都道府県の条例によって違法行為となる場合がある。

(3) 個人同士が契約して、ある行為を義務（債権）とした場合、法令に違反しても、契約が

優先する。

(4) 警察や当事者が、法律に照らし合わせて違法と判断しても、裁判を経ないと違法と認定

されない。

(5) 法令に違反していなくても、所属する集団や地域の慣習に反する行為は、なるべく行わ

ないほうがよい。

正解: (3), Tr-definition, Tr-abstraction, Ti-inference

問題

次の選択肢から、もっとも誤っているものを選べ。

(1) 著作権法は、著作物の利用に関する権利を定めている。

(2) 特許法は、発明や工夫の利用に関する権利を定めている。

(3) 商標法は、商品やサービスを示すマークや文字列の利用に関する権利を定めている。

(4) 不正アクセス禁止法は、虚偽のデータなどの不正なデータを利用することを禁止するこ

とを定めている。

(5) 個人情報保護法は、生存する個人を特定することができる情報の利用目的や用途に関す

る権利を定めている。

正解: (4), Tr-definition, Tr-abstraction

2. 法／制度・倫理に関する記述を具体的な場面に適用して考えることがで

きる

問題

次の選択肢から、もっとも誤っているものを選べ。

(1) 生存する個人の名前と住所の組は、個人情報に該当する。

(2) 著作権者に無許可でアップロードされている絵画の画像をダウンロードしても違法では

ない。

(3) ある有名な企業のロゴマークを、自社のポスターに用いると、商標法で訴えられる可能

性がある。

(4) 自分が考えた文章を、他者が勝手に公開した場合は、著作者人格権の侵害として訴える

ことができる。

正解: (2), Tr-definition, Tr-abstraction

3. 与えられた目的を満たす規則／制度・倫理基準を提案できる

問題

ある人が、ある駅の前で写真を撮影し、その写真を、SNSで公開した。関連する法律につ

いて記した以下の選択肢の中から、もっとも正しいものを選べ。
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(1) 撮影場所の所在地の公表の可否は、著作権法が関係する。

(2) 背景に写っている人の画像の公表の可否は、個人情報保護法が関係する。

(3) 背景に写っている自動車の車名の公表の可否は、商標法が関係する。

(4) 背景に写っている建物の写真の公表の可否は、著作権法が関係する。

(5) 撮影したカメラの特許を利用した写真の公表の可否は、特許法が関係する。

正解: (2), Td-modelabst, Td-judgecriteria

4-1. 法／制度・倫理に関してジレンマがある状況において、優先度を考慮し

て判断できる

問題（記述）

人命尊重を、もっとも優先すべきである、という前提において、著作権法では違法だが人

命を救うことができる状況を記述せよ。

Tr-narrative, Td-ruletradeoff, Ti-construction, Td-judgecriteria, Ju-ordering, Ex-

description

4-2. 多くの人が合意できる規則／制度・倫理基準を提案できる

問題（記述）

ある授業で、先生が「君たちに見せたい動画教材があるんだけど、学校のコンピュータ教

室では学校が定めたルールがあって、動画サイトへのアクセスが禁止されているので、見せ

ることができない」と言った。

(1) この「ルール」が制定されている理由はなにか。次の単語をなるべく多く用いて、80文

字以内で記せ。 教育目的、私的利用、動画サイト、区別

(2) この先生がすすめる動画を、学校のコンピュータ教室で見せるために、どのようにすれ

ばよいか。

(a) ルールを変更しないでできる方法を考えよ。

(b) 既存のルールに追加する新しいルールを記せ。

正解としてよい例: (1) 学校の設備は教育目的での利用に限定されている。動画サイトに

は、教育目的でない動画が多く、また、教育目的の動画だけを区別してフィルタリングする

ことはできないため。(2) (a) 例 1 先生は動画を合法的に購入あるいはダウンロードして、

動画サイトを用いずに見せる。(a)例 2 教卓のパソコンに限って動画サイトにアクセスでき

るようにし、そのパソコンは生徒はログインできないようにする。(b)動画サイトを見る生

徒は、教育目的の動画しか見ないこという誓約書を提出する。違反時の罰則も作る。

Tr-narrative, Tr-abstraction, Td-ruletradeoff, Td-problow, Td-modelabst, Td-

diffview, Td-externfel, Td-judgecriteria, Ti-inference, Ti-construction, Ju-ordering,

Ex-description,



4-2. 多くの人が合意できる規則／制度・倫理基準を提案できる

問題（記述）

すでに描かれた有名な絵画を題材として、人工知能によって新しい画像を作成する際に、

現状で不備がある法制度を指摘し、改善案を提案せよ。

【高い評価となる条件】次の各項の指摘は有用である。「(1)現行法を把握していること。(2)

現時点での人工知能ができることを把握していること。(4) 著作権法によって絵画の価値を

保護できること指摘してること。」このもとに、不足している条件や、ジレンマ（トレードオ

フ）、芸術産業のエコシステムなどの関係を説明できること。

Tr-narrative, Tr-abstraction, Td-ruletradeoff, Td-problow, Td-modelabst, Td-

diffview, Td-externfel, Td-judgecriteria, Ti-inference, Ti-construction, Ju-ordering,

Ex-description,



情報システムと
データベース

松永賢次（専修大学）
中野由章（神戸市立科学技術高等学校）

情報Ⅰにおける学習指導要領の記述
(4)情報通信ネットワークとデータの活用
情報通信ネットワークを介して流通するデータに着
目し、情報通信ネットワークや情報システムにより
提供されるサービスを活用し、問題を発見・解決す
る活動を通して、次の事項を身に付けることができ
るよう指導する。
ア知識及び技能
(イ)データを蓄積、管理、提供する方法、情報通信
ネットワークを介して情報システムがサービスを提
供する仕組みと特徴について理解すること。
イ思考力、判断力、表現力等
(イ)情報システムが提供するサービスの効果的な活
用について考えること。
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ルーブリック
情報システム データベース

1-1 与えられた情報システムに関す
る質問に答えられる

与えられたデータベースへの問い合
わせに関する質問に答えられる

1-2 与えられた情報システムの利用
方法を説明できる

与えられたデータベースにどのよう
に問い合わせたらよいか答えられる

2-1 与えられた情報システムの利便
性と問題点を説明できる

与えられたデータベースの利点と問
題点を説明できる

2-2 与えられたデータベースの問題点を
修正できる

3 示された目標に応じた、情報シ
ステムの改善案を提案できる

示された課題に対して、データベー
スを作成できる

4 示された課題に対して、目標の
設定を含めて、情報システムを
デザインできる

示された課題に対して、目標の設定
を含めて、データベースをデザイン
できる

ルーブリックの内容例（情報システム）
ルーブリック 内容例

1-1 与えられた情報シス
テムに関する質問に
答えられる

1-2 与えられた情報シス
テムの利用方法を説
明できる

ユースケースや画面遷移図などを使用して、ユー
ザとシステムのやりとりを記述させる。

2 与えられた情報シス
テムの利便性と問題
点を説明できる

情報システムの構成要素とその関連を記述させる。
機能要求、非機能要求の内のいくつかの観点から
良い点と悪い点を列挙させる。

3 示された目標に応じ
た、情報システムの
改善案を提案できる

機能要求、非機能要求の内のいくつかに関する改善目
標に対して、情報システムの改善案を記述させる。

4 示された課題に対し
て、目標の設定を含
めて、情報システム
をデザインできる

情報システムにより実現できるTobeを描かせる。



ルーブリックの内容例（データベース）
データベースルーブリック 内容例

1-1 与えられたデータベースへの問い
合わせに関する質問に答えられる

与えられた関係データベースへの、
問い合わせ文が与え、問い合わせ
結果を選択させる。

1-2 与えられたデータベースにどのよ
うに問い合わせたらよいか答えら
れる

与えられた関係データベースへの、
問い合わせ結果を与え、問い合わ
せ文を記述／選択させる。

2-1 与えられたデータベースの利点と
問題点を説明できる

テーブルを示し、その問題点を指
摘させる。

2-2 与えられたデータベースの問題点
を修正できる

テーブルを正規化させる。

3 示された課題に対して、データ
ベースを作成できる

一からテーブルを設計・作成させ
る。

4 示された課題に対して、目標の設
定を含めて、データベースをデザ
インできる

目標とそれにあったテーブルを設
計させる。

データベース作題例



あるデータベースには、次のような機能
がある

• 選択
• 条件に合ったレコードだけを抽出する
• 例）選択 性別 男

• 射影
• 指定した項目だけを抽出する
• 例）射影 顧客番号 顧客名 会員種別

• 結合
• 複数のテーブルを結合する
• 例）結合 顧客テーブル 貸出テーブル

1-1 与えられたデータベースへの問い合わ
せに関する質問に答えられる
1-2 与えられたデータベースにどのように
問い合わせたらよいか答えられる

選択 性別 男⇔

射影 顧客番号 顧客名 会員種別⇔

関連するTJE Tr-abstraction, Ex-programming
関連する知識・技能 データを蓄積、管理、提供する方
法。データを表現、蓄積するための表し方。



2-1 与えられたデータベースの利点と問題
点を説明できる

N君は、テーブルを分割せずに1つの大きなテーブル
を用意して、そこに「貸出番号、顧客番号、顧客名、
性別、会員種別、住所、貸出月、貸出日、商品番号、
分野、タイトル」の各項目を設定する方がよいと考
えた。
この場合の利点と問題点を指摘せよ。

関連するTJE Ti-inference, Ex-description
関連する知識・技能 データを蓄積、管理、提供す
る方法。データを表現、蓄積するための表し方。

2-2 与えられたデータベースの問題点を修
正できる
1つの大きなテーブルを用意して、そこに「貸出番号、
顧客番号、顧客名、性別、会員種別、住所、貸出月、貸
出日、商品番号、分野、タイトル」の各項目を設定した
場合の問題点を改善するために、テーブルを再設計せ
よ。

• 顧客テーブル
• 顧客番号、顧客名、性別、会員種別、住所

• 貸出テーブル
• 貸出番号、顧客番号、貸出月、貸出日、商品番号

• 商品テーブル
• 商品番号、分野、タイトル

関連するTJE Tr-narrative, Td-problaw, Ti-construction, Ex-
graphical
関連する知識・技能 データを蓄積、管理、提供する方
法。データを表現、蓄積するための表し方。 



3 示された課題に対して、データベースを
作成できる

図書係のN君は、学校図書館司書のY先生から次のような
話を聞いた。
「図書館では、誰が、どの本を、いつ借りて、いつ返す
予定なのか、また、その本がいつ返却されたのかを管理
する必要があるんだ。」
これらを管理できる図書貸出データベースをつくる場合、
どのような項目が必要で、それをどのようなテーブルに
すべきか設計せよ。
関連するTJE Tr-narrative, Td-problaw, Td-external, Ti-
construction, Ex-graphical
関連する知識・技能 データを蓄積、管理、提供する方
法。データを表現、蓄積するための表し方。

4 示された課題に対して、目標の設定を含
めて、データベースをデ ザインできる

図書係のN君は、学校図書館司書のY先生から次のような
依頼を受けた。
「N君はさぁ、コンピュータ得意だよね。今の図書貸出
のやり方だと棚卸しや集計が大変で、ミスも多いから
困っているんだ。こんなことができたらいいなと思う項
目を書き出してみたんだけど、これで図書貸出システム
みたいなのつくってくれないかな。」
このデータベースでどのようなテーブルを用意すべきか
提案し、その理由を説明せよ。
関連するTJE Tr-narrative, Td-problaw, Td-external, Ti-
construction, Ex-graphical, Ex-description
関連する知識・技能 データを蓄積、管理、提供する方
法。データを表現、蓄積するための表し方。



情報システム作題例

情報システム 問題例
2-1 与えられた情報システムの利用方法を説明できる

X高校の購買では、パンの購入の行列が長くできること
から、前日までに、スマホを使って買いたいパンの予約
をするシステムを構築することとした。そのシステムの
利用の流れについて記述しなさい。
（実際には、項目の順序を並べ替えて正しいものとする
形式）
関連するTJE Tr-narrative, Ti-construction, (Ex-description)
関連する知識・技能 情報通信ネットワークを介して情
報システ ムがサービスを提供する仕組みと特徴



情報システム 問題例
3 示された目標に応じた、情報システムの改善案を提案できる
問１
スマートフォンから利用できるオンラインサービスにおいて、ス
マートフォンに内蔵されているGPSで得られたデータを活用するこ
とで、より利便性が高まると考えられるサービスを、以下の中から
３つ選びなさい。
レストラン検索 書籍検索 電車の乗り換え
電子支払い タクシー配車 小包配達状況問い合わせ

問２
あなたが選択したサービスの中から一つを選び、GPSのデータをど
のように活用することで、より利便性が高まるのか○○字以内で説
明しなさい。

関連するTJE Tr-narrative, Td-external, Ti-construction, Ex-description
関連する知識・技能 データを蓄積、管理、提供する方法、情報通
信ネットワークを介して情報システムがサービスを提供する仕組み
と特徴

情報システム 問題例
3 示された目標に応じた、情報システムの改善案を提案できる

スマホから利用できる、観光地問い合わせシステムをサーバ上に構築
している。このシステムでは、観光地の名称、住所、電話番号、開館
日時、利用料金、最寄り駅からのアクセス手段、についてのデータ
ベースを有し、観光地名称で検索することができる。
このシステムを改良した観光地推薦システムを考えることとした。以
下に示すサービスを利用してデータを取得することを考えている。ス
マホから送られてきた位置情報を用いて、どのような観光地推薦をす
るサービスを提供できるか、あなたの考えを述べなさい。

天気予報サービス 電車・バスの乗り換え検索サービス
地図表示サービス 道路混雑度表示サービス

関連するTJE Tr-narrative, Td-external, Ti-construction, Ex-description
関連する知識・技能 データを蓄積、管理、提供する方法、情報通信
ネットワークを介して情報システムがサービスを提供する仕組みと特
徴



コンピュータの仕組み
ハードウェアの仕組みと活用＠指導要領

鈴木貢（島根大学）
西田和博（大阪学院大学）

指導要領（情報Ⅰのみ）での
このセグメントに関連する記述
(3) コンピュータとプログラミング

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ) コンピュータや外部装置の仕組みや特徴，コン
ピュータでの情報の内部表現と計算に関する限界に
ついて理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けるこ
と。

(ｱ) コンピュータで扱われる情報の特徴とコンピュー
タの能力との関係について考察すること。

例えば，コンピュータの仕組みや構造を取り上げ，ハードウェア
とソフトウェアの関係，オペレーティングシステムが入力装置や出
力装置などのハードウェアを抽象化して扱うことやメモリなどの資
源や実行するプロセスを管理していること，データが CPU，メモ
リ，周辺装置の間でやり取りされていること，コンピュータがデー
タを処理する作業場所としてのメモリの役割，CPU が機械語のプ
ログラムをデータとして読みながら実行することなどを扱う。



ルーブリック

1-1 コンピュータのハードウェア（本体及び周辺装置）・ソフト
ウェアの機能に関する質問に答えられる
1-2 コンピュータのハードウェア（本体及び周辺装置）・ソフト
ウェアが動作する仕組みを説明できる
2-1 コンピュータのハードウェア（本体及び周辺装置）・ソフト
ウェアの性質・特徴を説明できる

2-2 指示に従ってコンピュータのハードウェア（本体及び周辺装
置）・ソフトウェアを構成できる
3    与えられた目的に従ってコンピュータのハードウェア（本体
及び周辺装置）・ソフトウェアを構成できる
4 与えられた目的をより良く満たすコンピュータのハードウェ
ア（本体及び周辺装置）・ソフトウェアを構成できる

1-1コンピュータのハードウェア（本体及び
周辺装置）・ソフトウェアの機能に関する質
問に答えられる1/2

• コンピュータの三大要素（CPU，メモリ，入出力）or
五大要素（制御装置，演算装置，メモリ，入力，出
力）

各々の働き
相互関係

• OS（オペレーティングシステム，基本ソフトウェア）
全体としての基本的な働き：ハードウエア抽象化，
資源管理（メモリ，装置，CPU時間）
各々の構成要素の働き

• アプリケーションソフトウエア
OSやハードウエアとの関わり（OS経由でハード
にさわる）
OSとアプリケーションソフトウエアの分類

大学の教科書では
三大要素が主流

OSをこう表現して
いる教科書アリ



1-1コンピュータのハードウェア（本体及び
周辺装置）・ソフトウェアの機能に関する質
問に答えられる2/2
コンピュータを抽象化して，図のA～Cの箱のように三
大要素に分割するとする．

Q1：プログラムを格納するものの記号とその名称は？
どのような形で格納されているか？＜知識＞（A，主記
憶／メモリ，バイナリデータ／2進数）

Q2：上記からプログラムを読み出して実行するものの
記号と名称は？＜知識＞（B，プロセッサ／CPU）

＜＞内は問題の分類 （）内は解答例

B CA

1-2コンピュータのハードウェア（本体及び
周辺装置）・ソフトウェアが動作する仕組み
を説明できる 1/3

• コンピュータで情報が処理される仕組み
CPUの基本動作（命令取得，解読，実行）
メモリの働き（アドレス指定，データの読み／書
き）
入出力の基本動作（インタフェースの読み書きで
入出力が実現される）

• コンピュータ内部での演算の仕組み
値の範囲と精度
固定小数点と浮動小数点
文字コードデータとビットマップ



1-2コンピュータのハードウェア（本体及び
周辺装置）・ソフトウェアが動作する仕組み
を説明できる 2/3

ビットの並びで「符号なし整数」を表す場合，2進法の8
ビットが表現できる値の範囲は10進法で０から255であ
る．＜Ti-inference＞
Q3：nビットの2進法で符号なし整数を表す場合に表現
できる範囲は？（0から2n－１）

2進法の並びで負の値を表現することを考える．そこで，
最上位のビットを符号を表すビットと考え，その下のn-
1ビットを符号なし2進法とした値をXとして，符号が1
であるとXから2n-1を引いた値をこのビットの並びの値と
する方法（２の補数表示）がある．＜Tr-definition＞
Q4：この表現法で1100の値は？（-4）
Q5：この方法で2進法の9ビットが表現できる範囲は？
（-256～255）

1-2コンピュータのハードウェア（本体及び
周辺装置）・ソフトウェアが動作する仕組み
を説明できる 3/3

Q6：第4回大学情報入試全国模擬試験セットAの第1問，問1
（6ビットの浮動小数点表示） ＜Tr-narrative＞

Q7：コンピュータのCPUはア～ウの手順を正しい順番で繰り
返して命令を実行していく．ア～ウを正しい順に並べよ．＜
知識＋Tr-narrative+Td-problaw＞（イ→ウ→ア）
ア：命令を分析した結果に基づいてメモリ参照，演算，制御
等の動作に変換し，プログラムカウンタの値を適宜更新する
イ：プログラムカウンタで指定した主記憶の場所から命令を
取得する
ウ：取得した命令の値を分析しその意味を調べる



2-1コンピュータのハードウェア（本体及び
周辺装置）・ソフトウェアの性質・特徴を説
明できる
（Q5の続き）ある温度センサーは，量子化ビット数12ビット
で，量子化した値の１あたり0.05℃の精度で直線的な量子化
を行い，2の補数表示で温度をコンピュータに入力できる．
（0.05℃の分解能：業界表現）
Q8：この温度センサーを使ってコンピュータが計測できる温
度の範囲は？ ＜知識+Tr-narrative＞（-102.4度～102.3
度）

Q9：16ビットで演算処理を行うコンピュータが（特別な桁上
げ処理等を行わないで），このセンサーを複数の個所に設置
して温度の平均を求めるとき，設置可能であるセンサーの個
数が最大値16台である理由を述べよ（選べ）．
＜Tr-narrative＋ Tc-indirection＞ （2の補数表示では，12
ビットの2進法の最大値は2047で16ビットは32767であり，
後者を前者で割って16）

2-2指示に従ってコンピュータのハードウェ
ア（本体及び周辺装置）・ソフトウェアを構
成できる
コンピュータのメモリを購入し装着する．メモリを装着するスロッ
トは4つあり，０～3の番号がついている．メモリの規格には速度性
能と容量があり，値段も含めて下表のようになっている．総合的な
性能は次の2点で決まる．(1)装着したメモリのうち最も速度性能が
低いものに全体が従う．(2)全体の速度性能は，スロットの偶数番
と奇数番どうしのペアを同じ容量にできると1.5倍，すべてのス
ロットを同じ容量にできると2倍増す．
記号 容量

(GiB)
速度
性能

価格(円)

A 1 85 1900

B 1 106 2300

C 2 85 1200

D 2 106 2200

E 2 128 2500

記号 容量
(GiB)

速度
性能

価格(円)

F 4 85 2900

G 4 106 3000

H 4 128 3100

J 8 106 5400

K 8 128 5900

Q10：13GiBの容量を最も安価に満たすためには，どのように購
入・装着すればよいか？＜Tr-narrative＋Ju＞（J＋F＋C 場所
関係なし）

価格.comの
情報を使用

（手抜き！）
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3 与えられた目的に従ってコンピュータの
ハードウェア（本体及び周辺装置）・ソフト
ウェアを構成できる

Q11： Q10と同じ容量を満たし，性能／価格比を最大になり，
出費を小さくするためには，どのように購入・装着すればよ
いか？Q10の構成に比べてどれだけ性能は向上し，出費は増
えたか？＜Tr-narrative＋Ju＞（Kを2枚購入してK+Kのペア
を1つ構成，2.25倍性能向上，1.14倍の出費）

Q12：性能／価格比を最大にするには，どのように購入・装
着すればよいか？Q10の構成に比べてどれだけ性能は向上し，
出費は増えたか？＜Tr-narrative＋Ju＞（Kを4枚購入して装
着，3.01倍性能向上，2.27倍の出費）

4 与えられた目的をより良く満たすコン
ピュータのハードウェア（本体及び周辺装
置）・ソフトウェアを構成できる
（Q7の続き）3つの段階をA，B，Cとし，BはAの，CはBの結果を使う
という依存の制約がある．これをA→B→Cのように書く．加えて最初
のAは主記憶の構成の都合で一時に1つしか実施できないという制約も
ある．処理列をA1→B1→C1，A2→B2→C2，…のように表し，右に向
かって時間が経過していくとして，Q7で3つの命令が実行される様子
を図示すると次のようになる．＜知識｜Tr-narrative＞
A1→B1→C1 A2→B2→C2 A3→B3→C3 …

Q13 ：上記の制約を満たすことができれば，複数の段階の処理を同時
に実施することが可能である．そのように並べた処理列を図示せよ．
＜Ti-inference +Tc-indirection ＞(

A1→B1→C1

A2→B2→C2

A3→B3→C3

… ）

Q14：これによりQ7のように1段階づつ処理する場合に比べて何倍の
速度向上を期待できるか？＜ Ti-inference＞（3倍）



ネットワークの仕組み

永松礼夫（神奈川大学）

佐久間拓也（文教大学）

2018/12/09 分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み) 1

情報Ⅰ：学習指導要領の記述
項目（４） 情報通信ネットワークとデータの利用

情報通信ネットワークを介して流通するデータに着目し，情報通信
ネットワークや情報システムにより提供されるサービスを活用し，
問題を発見・解決する活動を通して...

知識及び技能

(ア) 情報通信ネットワークの仕組みや構成要素，プロトコルの役割
及び情報セキュリティを確保するための方法や技術について理解...

(イ) データを蓄積，管理，提供する方法，情報通信ネットワークを
介して情報システムがサービスを提供する仕組みと特徴について理
解... (ウ) ...

思考力，判断力，表現力等

(ア) 目的や状況に応じて，情報通信ネットワークにおける必要な構
成要素を選択するとともに，情報セキュリティを確保する方法につ
いて考えること。 (イ) ... (ウ) ...

内容の(4)のア...については，小規模なネットワークを設計する活動を取り入れる...

情報Ⅱには「ネットワーク」の語はない

2018/12/09 分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み) 2
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ルーブリックの項目（ネットワークの仕組み）

以下に沿って６段階の作問を試みた
– 1-1 ネットワークの構成とその構成要素に関する質
問に答えられる

– 1-2 与えられたネットワークの動きをトレースできる
– 2-1 与えられたネットワークの性質、特徴、問題点な
どを説明できる

– 2-2 与えられたネットワークを、指示された機能を持
つように修正できる

– 3 与えられた機能を満たすネットワークを設計できる
– 4 与えられた機能・要求をより良く満たすネットワー
クを設計できる

2018/12/09 3分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)

①1-1 ネットワークの構成と
その構成要素に関する質問に答えられる

問題例 インターネットのプロトコルであるTCPによって提供されてい
る機能を、次の解答群から選べ（#003A第1問 問4）

(1) 伝送の途中でパケットが欠落しても最終的に正しい内容が送られるよ
うにする。

(2) 利用者の使用する言語や環境に応じて送出するコンテンツを適切なも
のに切り替える。

(3) 機器の故障などにより通信ができない経路が発生したとき別の経路を
使うようにする。

パケット通信の機能と、TCPの機能を区別して理解しているか、例え
ば再送制御によって信頼できる通信を実現していることの理解を問う。

関連するTJE：Tr-definition Tr-narrative
関連する知識・技能：ネットワークの構成要素や動作原理（プロトコルの
役割）の知識

2018/12/09 4分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)
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②1-2 与えられたネットワークの
動きをトレースできる

2018/12/09 5

T

R5

R1

R3

R2
S

R4
R6

分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)

問題例１：図のような、端末
ＴとルーターＲ１～6とサー
バーＳから構成される（二点
間の経路が単一であるよう
な）ネットワークがある。端
末ＴからサーバーSに向けて
アクセス要求を送ったとき、
これらのルーターのうち使わ
れるものを順に答えよ。
• 関連するTJE： Tr-

narrative : 叙述文 Tr-
graphical : 図的表現

• 関連する知識・技能：
ネットワークの構成要素
の知識

②1-2 与えられたネットワークの動きをト
レースできる

問題例２：ブラウザがサーバと通信してＷＥＢペー
ジの内容を取得するには、

回線の①接続と②切断、③リクエストの送信と④レ
スポンスの受信が行なわれる。

①～④を時間順に並べ、それぞれがTCPプロトコ
ル・HTTPプロトコルのどちらで行われるものか示せ。

• 関連するTJE： Tr-narrative :
• 関連する知識・技能：プロトコル階層の知識
2018/12/09 6分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)
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③2-1 与えられたネットワークの
性質、特徴、問題点などを説明できる

問 図のようなインターネット
から来るサーバへの通信を負荷分
散装置（適切に判断してR1,R2に
通信を送ることが出来るとする）
により振り分けてそれぞれのサー
バでサービスを提供するネット
ワークを考える。この構成の、性
質・特徴・問題点を述べよ。なお
リンクの数字は回線の容量とする。

2018/12/09 7分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)

Internet 負荷分
散装置

R2

R1

Mail 
server

Web 
serverWeb 

server

100M 100M100M

100M

100M

100M

性質・特徴：ＷＥＢサーバは二重化
してあり片方故障してもサービス継
続可能。

問題点：メールサーバは１台なので
障害に弱い。負荷分散装置の上流側
のリンクの容量が不足でボトルネッ
クになりうる。

ＴＪＥ：Tr-narrative Td-external 
Ex-description

知識や技能：サーバの機
能・ネットワークの容量の
基礎知識 ネットワーク設
計の経験

④2-2 与えられたネットワークを、
指示された機能を持つように修正できる
問題例：前問のネットワークにおいて、インターネットより多量のＷＥＢサー
バへのアクセスがあった場合を考える。 「負荷分散装置」は適切に負荷を振
り分けられると仮定して、応答を早くするためにはどのような改良をすればよ
いか答えよ。

増強すべきリンクやサーバ増設を選択肢から選ばせる。

選択肢の例：

インターネットからの回線を100M→200Mに増強する

ルータR1の下流にＷＥＢサーバを１台増やす

ルータR2の上流のリンクを100M→200Mに増強する

ＴＪＥ：Tr-graphical Td-ruletradeoff Ju-ordering

知識・技能：

ネットワーク構成要素、

負荷集中対策の知識

2018/12/09 8分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)

Internet 負荷分
散装置

R2

R1

Mail 
server

Web 
serverWeb 

server

100M 100M100M

100M

100M

100M
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⑤3   与えられた機能を満たす
ネットワークを設計できる
問題例 （#001第1問 問5）(情報入試研 jnsg.jp/?page_id=108)

インターネットに接続されたブロードバン
ドルータ(ＷＡＮポート１個、ＬＡＮポート
１個)、４ポートスイッチ２個、ＬＡＮポー
トのついたパソコンが５台ある。

すぺてのパソコンがインターネットから情
報を取得できるように配線を記入せよ｡

ただし、使用するケーブルの種類は気にし
なくてよい(スイッチの各ポ一トはケーブル
の極性を自動判別するから)
TJE：Ti-inference Ex-graphical

知識・技能：ネットワークの構築 ネットワーク設計の経験

考察：経験のある「小規模ネットワーク」とは？ 設問設定が

単純だと「一筆書き」するだけの問題になってしまう。
ＣＢＴで行うなら作図機能が必要になる

2018/12/09 9分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)

⑥4   与えられた機能・要求をより良く満たす
ネットワークを設計できる

問題例：前問のネットワークの拡張を考える。無線LANで接続できる
ノート型パソコン2台とLANポートが2個ついた無線LANのアクセスポ
イントを購入した。すべてのパソコンがインターネットから情報を取
得できるようするために、追加購入すべき機器を次の選択肢から選べ

(1) 特に必要な機器はない

(2) 3個以上のLANポートがついたスイッチ1台

(3) WANポート1個、LANポート1個、無線LANアクセスポイント機能が付いたブ
ロードバンドルータ1台

(4) WANポート1個、LANポート3個ついたブロードバンドルータ1台

この場合の正解は（１）
TJE： Tr-narrative Ti-inference Ju-ordering

知識・技能：ネットワークの構築

考察：「互いに通信可」と「インターネットから情報取得可」は、無線ＬＡＮのルー
ターモードとアクセスポイントモードの差に関連するが、そこまで問うてもよいか？

考察：高校生の経験のある「小規模ネットワーク」とは？

2018/12/09 10分野別ルーブリック(ネットワークの仕組み)
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シミュレーション
萩⾕昌⼰

（東京⼤学）

学習指導要領より
(3)コンピュータとプログラミング

コンピュータで情報が処理される仕組みに着
⽬し，プログラミングやシミュレーションに
よって問題を発⾒・解決する活動を通して，
次の事項を⾝に付けることができるよう指導
する。

ア(ｳ) 社会や⾃然などにおける事象をモデル化する
⽅法，シミュレーションを通してモデルを評
価し改善する⽅法について理解すること。

イ(ｳ) ⽬的に応じたモデル化やシミュレーションを
適切に⾏うとともに，その結果を踏まえて問
題の適切な解決⽅法を考えること。



1‐1

1‐2

2‐1

2‐2

3

4

与えられたモデルとそのシミュレーション⽅法に関す
る質問に答えられる
与えられたモデルを与えられたシミュレーション⽅法
によって、⼩さい例に対して⼿計算したり、表計算な
どによって実⾏したりすることができる
与えられたモデルとそのシミュレーション⽅法につい
て説明できる
与えられたモデルもしくはシミュレーション⽅法を、
指⽰された⽬的に沿うように修正できる
与えられた⽬的に沿ってモデルを構築し、そのシミュ
レーション⽅法を設計し実⾏できる
与えられた尺度でより良いモデルを構築したり、より
良いシミュレーション⽅法を設計したりすることがで
きる

ルーブリック

1‐1 与えられたモデルとそのシミュレーション⽅法に
関する質問に答えられる

•モデルの変数を特定できる。
•変数の値を与える・更新する式（変数に対する
式）の記述を理解できる

1‐2 与えられたモデルを与えられたシミュレーション
⽅法によって、⼩さい例に対して⼿計算したり、表
計算などによって実⾏したりすることができる
•変数に対する式を⼿計算（筆算で計算）するこ
とができる

•変数に対する式を表計算の形式で表現すること
ができる



2‐1 与えられたモデルとそのシミュレーション⽅法に
ついて説明できる
•モデル化された対象や現象の記述を理解している
•モデル化された対象や現象について説明できる
•モデルの変数および変数に対する式の意味につい
て説明できる

2‐2 与えられたモデルもしくはシミュレーション⽅法
を、指⽰された⽬的に沿うように修正できる

•モデル化された対象や現象に照らして、指⽰され
た⽬的の記述を理解できる

•修正すべき変数や式を特定し、指⽰された⽬的に
沿うように修正できる。

3 与えられた⽬的に沿ってモデルを構築し、そのシ
ミュレーション⽅法を設計し実⾏できる
•モデル化しようとする対象や現象の記述を理解し
ている

•対象や現象における要素を抽出することができる
•抽出した要素を変数によって抽象化することがで
きる

•要素の変化の規則を⾒出すことができる
•⾒出した規則を数式などで表現することができる



4 与えられた尺度でより良いモデルを構築したり、よ
り良いシミュレーション⽅法を設計したりすること
ができる
•与えられた尺度の記述を理解できる
•与えられた尺度によって、モデルもしくはシミュ
レーション⽅法を⽐較することができる

•モデルもしくはシミュレーション⽅法の中で、与
えられた尺度に寄与する部分を特定することがで
きる

•与えられた尺度にしたがって、その部分を改善す
ることができる

細菌の増殖のロジスティックモデル
•はぎや先⽣は冷蔵庫に⼊れ忘れた⽜乳を1⽇後に
飲んで、お腹を壊してしまいました。そこで、細
菌の増殖のモデルについて調べてみました。以下
はその結果です。

•細菌は細胞分裂により増えます。
•細菌は、1時間に1回細胞分裂する能⼒があると仮
定します。細胞分裂に培地の制限がなければ、1
時間後の細菌数は2倍になります。

•ただし、培地で⽣存することのできる細菌の数に
は上限があって、ここでは100000000個（1億個）
とします。



•前提
• 現在の細菌数を 𝑁 とし、細菌数の上限を𝑀

100000000としたとき、1時間後の細菌数は以下の式
によって求まるとします。

𝑁 𝑁 1

• 細菌数は近似値であり、⼩数点付きの数と考えてくだ
さい。

•問題
• 2時間後の細菌数を与える式を書いてください。

• 解答：4𝑁

• 必要な能⼒：Tr‐definition

1‐1 与えられたモデルとそのシミュレーション⽅法に
関する質問に答えられる

•問題
• 𝑁 10000として、1時間後から3時間後までの細
菌数を求めてください。
• 解答：19999, 39994, 79972

• 必要な能⼒：Tr‐definition

• 𝑁 100として、Excelを⽤いて、30時間後までの細
菌数を求めて、グラフを作成してください。
• 解答例：セルA1に 100を⼊れ、セルA2に =A1+(1-

A1/100000000)を⼊れて、セルA2の内容をセルA3から
セルA30にコピーし、A1からA3までのセルを指定してグラ
フを作成します。

• 必要な能⼒：Tr‐definition・Ex‐programming

• 必要な知識：表計算の数式・表計算のセルのコピー⽅法

1‐2 与えられたモデルを与えられたシミュレーション
⽅法によって、⼩さい例に対して⼿計算したり、表
計算などによって実⾏したりすることができる



0

20000000

40000000

60000000

80000000

100000000

120000000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

•問題
• (ア)〜(エ) に⼊るべき数式を①〜⑥の中から答えてく
ださい。（①〜⑥は⼀回ずつしか使えません。）上記
のモデルでは、現在の細菌数を 𝑁、上限数を𝑀 とした
とき、1時間で細胞分裂によって増える細菌数は (ア)
です。これは、1時間で (ア) の数の細菌が分裂すると
仮定しているからです。全体の細菌のうち、分裂する
細菌の割合は (イ) となります。この割合は (ウ) に⽐例
しており、𝑁 が𝑀 に近づくと (エ) に近づきます。① 0
② 𝑁 ③𝑀 ④𝑀 𝑁 ⑤ 1 ⑥ 𝑁 1
• 解答：(ア)‐⑥ (イ)‐⑤ (ウ)‐④ (エ)‐①
• 必要な能⼒： Tr‐narrative・Tc‐indirection・Ti‐construction

2‐1 与えられたモデルとそのシミュレーション⽅法に
ついて説明できる



•前提
• 上記のモデルでは、現在の細菌数を𝑁、上限数を𝑀と
したとき、1時間で細胞分裂によって増える細胞数は
𝑁 1 で与えられます。

•問題
• 細胞分裂によって細胞が増える⼀⽅で、1時間で現在
⽣きている細胞の1/4が死ぬと仮定して、上記のモデ
ルを変更してください。
• 解答：1時間後の細菌数を 𝑁 𝑁 1 と変更します。
• 必要な能⼒：Tr‐narrative・Td‐problaw・Ti‐inference

2‐2 与えられたモデルもしくはシミュレーション⽅法
を、指⽰された⽬的に沿うように修正できる

•前提
• 細菌は細胞分裂によって増えます。ここでは、1時間
で2倍に増えると仮定します。

• ただし、培地で⽣存することのできる細菌の数には上
限があって、細菌数 𝑁 が上限数𝑀 よりもかなり⼩さ
ければ、 1時間ですべての細菌が分裂して細菌数は2倍
に増えますが、細菌数 𝑁 が上限数𝑀 に近づくと分裂
する細菌の割合は⼩さくなります。すなわち、分裂す
る細菌の割合は、𝑀 𝑁 に⽐例すると仮定します。

•問題
• このとき、1時間ごとの細菌数を予想するモデルを構
築しシミュレーション⽅法を設計してください。
• 必要な能⼒：Tr‐narrative・Td‐problaw・Td‐modelabst・Ti‐
inference・Ex‐programming

3 与えられた⽬的に沿ってモデルを構築し、そのシ
ミュレーション⽅法を設計し実⾏できる



•前提
• 時間の変化を細かくすると、細菌数の変化が滑らかに
なります。

• 1分間で分裂する細菌の割合を 𝑐 とすると、1分後に細
菌数は 1 𝑐 倍になります。

•問題
• 細菌数の上限を考慮に⼊れない場合、1時間=60分で細
菌数が2倍になるとして、1分毎のシミュレーションを
⾏ってください。
• 解答例： 1 𝑐 の60乗が2になります。したがって、𝑐

2 / 1 となります。すると、1分毎のシミュレーションは、
𝑁 2 / 1 𝑁 1 となります。

• 必要な能⼒： Tr‐narrative・Td‐problaw・Ti‐inference

• シミュレーションの精度の改善

4 与えられた尺度でより良いモデルを構築したり、よ
り良いシミュレーション⽅法を設計したりすること
ができる

•前提
• 細菌は温度が⾼いと増殖が速くなります。
• 温度をパラメータとするモデルを考えることができま
す。

•問題
• 1分間に細胞分裂する細菌の割合が、現在の温度 𝑇 と
最低温度 𝑇 との差の2乗に⽐例するモデルを考えて
ください。
• 解答例：⽐例定数を 𝑐 として、𝑁 𝑐 𝑇 𝑇 𝑁

1 というモデルを考えることができます。
• 必要な能⼒：Tr‐narrative・Td‐problaw・Ti‐inference

• モデルの拡張・現実の現象に則した改善



データ分析

慶應義塾大学環境情報学部

植原啓介

学習指導要領（情報I）
情報通信ネットワークを介して流通するデータに着目し、情報通信ネットワークや情報システムにより提供
されるサービスを活用し、問題を発見・解決する活動を通して、次の事項を身につけることができるよう指
導する。

ア知識・技能
(ウ)データを表現、蓄積するための表し方と、データを収集、整理、分析する方法について理解し技能を身に
つけること。

データを問題の発見・解決に活用するために、ファイルとして蓄積するためのデータの様々な形式、デー
タを収集、整理、分析する一連のデータ処理の流れ及びその評価について理解するようにする。その際、
データの形式としては、関係データベースや表計算ソフトウェア等で扱われる表形式で表現されるデータを
はじめとして、様々な形式のデータを扱う。

また、名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度などのデータの尺度水準の違い、文字情報として得られ
る「質的データ」と数値情報として得られる「量的データ」などの扱い方の違いを理解するようにする。

データの収集としては、データの内容や形式を踏まえて、その収集方法を理解するようにする。データの
整理としては、データに含まれる欠損値や外れ値の扱いやデータを整理、変換する必要性を理解するように
する。データの分析としては、基礎的な分析及び可視化の方法、多量のテキストから有用な情報を取り出す
テキストマイニングの基礎やその方法を理解するようにする。

イ思考力・判断力・表現力
(ウ)データの収集、整理、分析及び結果の表現の方法を適切に選択肢、実行し、評価し改善すること。
データを問題の発見・解決に活用するために、必要なデータの収集について、選択判断する力、それに応
じて適切なデータの整理や変換の方法を判断する力、分析の目的に応じた方法を選択、処理する力、その結
果について多面的な可視化を行うことにより、データに含まれる傾向を見出す力を養う。

また、データの傾向に関してひょうかするために、客観的な指標をもとに判断する力、生徒自身の考えを
素にした適正な解釈を行う力を養う。

更に、地域や学校の実態及び生徒の状況に応じて、数学科と連携し、データを収集する前に、分析の構想
を練り、紐付ける項目を洗い出したり、外れ値について適切に扱ったり、データの傾向について評価したり
するために仮説検定の考え方などを取り扱うことも考えられる。
…
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ルーブリックの詳細
1-1 データを収集し整理・整形することができる。
• MECE、バイアスなど考慮して、データを収集でき
る。

• 名義尺度・順序尺度・間隔尺度・比例尺度を意識
できる。

• 欠損処理、外れ値処理、正規化などのデータクレ
ンジングができる。

• 表計算ソフトやRDBなどの形式でデータが扱える。

1-2 整理・整形されたデータに対して、指定された
方法でモデル化やデータ処理を行うことができる。

• 表計算ソフトなどを使って記述統計量を算出こと
ができる。

• 表計算ソフトなどを使って、指定されたグラフを
作成することができる。

• 表計算ソフトなどを使って回帰直線などを引くこ
とができる。

2-1 モデル化やデータ処理によって、データを解
釈・表現することができる。

• 標準偏差など記述統計量が意味するところ、グラ
フ表現から、正しい説明ができる。また、バイア
スなどについても考慮できる。

• 回帰直線などから、説明変数が与えられたときの
目的変数（結果）を予測できる。

• 因果関係と相関関係の違いがわかっている。
• 目的にあったグラフを作成することができる。

2-2 異なる目的に沿って、指定されたモデル化や
データ処理の方法を適切に変更・拡張し、データを
解釈・表現することができる。
• データを適切に分類して扱うことができる。
• 数理モデルを数式で記述することができる。
• 記述した数理モデルに基づいて、表計算ソフトや
統計ソフトを使って分析できる。

3 データのより効果的な解釈・表現のために、モデ
ル化やデータ処理の方法を比較して、より適切なも
のを選択することができる。

• 実験計画法などに基づき、実験計画（データ収集
計画）から分析までを一貫して実施することがで
きる。

4 モデル化やデータ処理の結果を評価し、モデル化
や処理，解釈・表現の方法を改善することができる。
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1-1 データを収集し整理・整形することができる。
• あるクラスで生徒の生活と成績について調べることとなった。睡眠時間、勉強時間、部
活、塾と成績の関係について分析したい。

• クラスの中から10人をランダムに選んで、自分の時間の使い方を円グラフにしてもらっ
たところ、下図のようになった。

• 問題: 円グラフを読み取って、表計算ソフトに表としてまとめなさい。
• 評価のポイント
– このグラフは、必ずしも同じ項目になっておらず、粒度もバラバラである。

– 合計が24時間になっている。睡眠時間、勉強時間に関して明確な基準を持って整理ができている。
– 「学校」や「授業」、「自由時間」の中に含まれている勉強時間について考察できる。

– 数式などを使って入力をしている。例えば、「その他」を「24-睡眠時間-勉強時間」としているな
ど。

• Tr-graphical, Tc-indirection, Td-exprintent, Ex-graphical

• そもそも調査の仕方が悪く「調査し直す場合、どのように調査するか」といった問も考
えられる。
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睡眠時間 勉強時間 その他

A 7.50 5.50 11.00 
B 6.00 7.00 11.00 
C 7.50 8.00 8.50 

A B C



1-2 整理・整形されたデータに対して、指定された方
法でモデル化やデータ処理を行うことができる。
問題
• クラスの睡眠時間と勉強時間の平均値、標準偏差を計算しなさい。
• 睡眠時間と勉強時間の関係を知りたい。散布図を作り、回帰直線を引きなさい。

評価のポイント

• 手計算ではなく、平均や標準偏差を算出するための関数を使う。標準偏差の算
出についてはSTDEV.P()とSTDEV.S()の違いのようなものを理解している必要があ
るが、数学I、数学Bではやらないので要注意。

• セルに対して適切な形式を指定できる。（時間表示のまま分散を計算するとお
かしな表示になる。）

• グラフにおいて、適切にラベルをつけたりメモリを調整することができる。

• Td-modelabst, Ex-graphical
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睡眠時間 勉強時間 その他

A 7.50 5.50 11.00 

B 6.00 7.00 11.00 

C 7.50 8.00 8.50 

… … … …

睡眠時間 勉強時間 その他

A 7.50 5.50 11.00 

B 6.00 7.00 11.00 

C 7.50 8.00 8.50 

… … … …

平均 6.85 7.15 10.00 

標準
偏差 1.00 1.03 0.91 

y = -0.6122x + 11.343
4.00
5.00
6.00
7.00
8.00
9.00

10.00

4.00 5.00 6.00 7.00 8.00 9.00

勉
強
時
間

(h
)

睡眠時間(h)

2-1 モデル化やデータ処理によって、データを解釈・
表現することができる。
問題

• クラスの生徒の睡眠時間と勉強時間、それぞれについてどのようなことが言え
るか答えよ。

• クラスの生徒の睡眠時間と勉強時間にどのような関係があるか答えよ。
• 所属部活や塾通いの有無などによって、成績に差があるかどうかをグラフを
使って説明せよ。（次ページへ）

評価のポイント
• 算出した平均や標準偏差に基づいて言えることを整理できる。
• 傾き、切片などについて理解しており、それに基づいた説明ができる。
• 目的に合ったグラフを作成することができる。例えば、所属部活を運動部/文
化部/帰宅部のようにピボットテーブルなどを使って集計し、その結果をグラ
フで表現できる。

• Tr-graphical, Tc-indirection, Td-problaw, Td-modelabst, Td-exprintent, Ex-description

注:
今回の問題例には合わないが、必要に応じて対数グラフを選択するなどの問題も
考えられる。
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2-1 モデル化やデータ処理によって、データを解釈・
表現することができる。
問題

• 所属部活や塾通いの有無などによって、成績に差があるかどうかを集計表
やグラフを使って説明せよ。

評価のポイント

• 目的に合ったグラフを作成することができる。例えば、所属部活を運動部/
文化部/帰宅部のようにピボットテーブルなどを使って集計し、その結果を
グラフで表現できる。

©2018 Keisuke UEHARA (kei@sfc.keio.ac.jp)

睡眠時間
(h)

勉強時間
(h)

その他
(h) 部活 塾 成績

（点）
A 7.5 5.5 11.0 1 0 44
B 6.0 7.0 11.0 1 0 68
C 7.5 8.0 8.5 2 1 71
D 5.0 8.0 11.0 0 1 84
E 8.0 7.0 9.0 2 1 58
F 7.0 7.5 9.5 1 0 67
G 7.5 6.0 10.5 0 0 45
H 5.5 9.0 9.5 1 1 95
I 7.0 6.5 10.5 0 0 53
J 7.5 7.0 9.5 2 1 61

行ラベル 個数
/ 成績

平均
/ 成績

標準偏差
/ 成績

0 5 55.4 10.4 
1 5 73.8 14.0 
総計 10 64.6 15.4 

行ラベル 個数
/ 部活

平均
/ 成績

標準偏差
/ 成績

0 3 60.7 16.8 
1 4 68.5 18.1 
2 3 63.3 5.6 
総計 10 64.6 15.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

0 1 2

成
績
（
点
）

部活（0:帰宅部、1:運動部、2:文化部）

0

20

40

60

80

0 1

成
績
（
点
）

塾通い（0:無、1:有）

2018/12/09 7

2-2 異なる目的に沿って、指定されたモデル化やデータ処理の方法を適切に
変更・拡張し、データを解釈・表現することができる。

問題
• 人の属性を使った分析をおこない、その結果わかることを述べなさい。

評価のポイント
• 運動部/文化部/帰宅部、塾通いの有無という条件での違いを明らかにするための数理モデルを構築すること
ができる。（場合によっては、MECEにするために、1人あたり1つの部活にしか所属できない決まりがある、
などの制限が必要）

• 数理モデルを数式で記述することができる。
• 表計算ソフトや統計ソフトを使って分散分析などを行い、分析できる。
• より良いモデルを選択することができる。

• Td-modelabst, Td-judgecriteria
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分散分析: 一元配置

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

運動部 3 182 60.6666667 424.333333
文化部 4 274 68.5 435
帰宅部 3 190 63.3333333 46.3333333

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比

P-値 F 境界値

グループ間 112.066667 2 56.0333333 0.17461048 0.84333199 4.73741413
グループ内 2246.33333 7 320.904762

合計 2358.4 9

分散分析: 一元配置

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

塾無 5 277 55.4 134.3
塾有 5 369 73.8 243.7

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比

P-値 F 境界値

グループ間 846.4 1 846.4 4.47830688 0.06722148 5.31765507
グループ内 1512 8 189

合計 2358.4 9



３データのより効果的な解釈・表現のために、モデル化やデータ処理の方
法を比較して、より適切なものを選択することができる。

• 実験計画法などに基づき、実験計画（データ収集計画）から分析までを一
貫して実施することができる。
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I II III IV

x y x y x y x y

10.0 8.04 10.0 9.14 10.0 7.46 8.0 6.58

8.0 6.95 8.0 8.14 8.0 6.77 8.0 5.76

13.0 7.58 13.0 8.74 13.0 12.74 8.0 7.71

9.0 8.81 9.0 8.77 9.0 7.11 8.0 8.84

11.0 8.33 11.0 9.26 11.0 7.81 8.0 8.47

14.0 9.96 14.0 8.10 14.0 8.84 8.0 7.04

6.0 7.24 6.0 6.13 6.0 6.08 8.0 5.25

4.0 4.26 4.0 3.10 4.0 5.39 19.0 12.50

12.0 10.84 12.0 9.13 12.0 8.15 8.0 5.56

7.0 4.82 7.0 7.26 7.0 6.42 8.0 7.91

5.0 5.68 5.0 4.74 5.0 5.73 8.0 6.89

https://xkcd.com/2048/

統計量 値

x の平均 9 (正確に一致)

x の標本分散 11 (正確に一致)

y の平均 7.50 (小数第2位まで一致)

y の標本分散 4.122 or 4.127 (小数第3位まで一致)

アンスコムの例

y = 0.5001x + 3.0001
0
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15
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y = 0.5x + 3.0009
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y = 0.4997x + 3.0025
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y = 0.4999x + 3.0017
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15
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y

x

IV

学習指導要領（情報II）
多様かつ大量のデータを活用することの有用性に着目し、データサイエンスの手法によりデータを分析し、その結果
を読み取り解釈する活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア知識・技能
(ア)多様かつ大量のデータの存在やデータ活用の有用性、データサイエンスが社会に果たす役割について理解し、目
的に応じた適切なデータの収集や整理、整形について理解し技能を身に付けること。
(イ)データに基づく現象のモデル化やデータの処理を行い解釈・表現する方法について理解し技能を身に付けること。

ここで行うデータの処理に関しては，回帰，分類，クラスタリング及びそれらがどのような場面で活用されてい
るか，これらを応用して人間が判断や意思決定を行う代わりにデータを基にどのような仕組みでコンピュータが判
断を行っているかを理解するようにする。回帰に関しては，重回帰分析などについて扱い，そのモデルを変更する
ことによって結果がどのように変化するか，分類に関しては，条件付確率，近傍法，木構造などを用いた予測に
ついて扱い，これらの手法や技術がどのような場面に活用されているか，それぞれ適切なソフトウェアの活用を通
して理解するようにする。全体を共通の特徴を持ったいくつかの集団に分割するクラスタリングに関しては，似た
ものを集団にしていく階層的方法と，集団の数を決めてから要素を所属させていく非階層手的方法などについて扱
い，適切なソフトウェアの活用を通して理解するようにする。その際，適切な活用場面についても考えるようにす
る。

(ウ)データ処理の結果を基にモデルを評価することの意義とその方法について理解し技能を身に付けること。

イ思考力・判断力・表現力
(ア)目的に応じて，適切なデータを収集し、整理し、整形すること。
(イ)将来の現象を予測したり、複数の現象間の関連を明らかにしたりするために、適切なモデル化や処理、解釈・表
現を行うこと。
(ウ)モデルやデータ処理の結果を評価し、モデル化や処理、解釈・表現の方法を改善すること。

例えば，データの評価に関する学習活動としては，二変量のデータに関する回帰直線と多項式による近似曲線を
比較して，予測する際にどのような問題があるかについて考えさせる活動が考えられる。また，それらのモデルに
データを 1 つ加えたときの変動についてもデータを容易に扱うことができる統計ソフトウェアや数式処理ソフト
ウェアを活用して理解するようにする。更に，画像や音声データを分類できる関数やライブラリを持つ専用のソフ
トウェアを活用し，機械学習によって訓練データを処理することにより，他の画像や音声に関しての予測を行う実
習などを体験することも考えられる。
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４モデル化やデータ処理の結果を評価し、モデル化
や処理，解釈・表現の方法を改善することができる。
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もはや、なんでもあり。

• 重回帰分析
• 条件付確率
• 近傍法
• 木構造（決定木?）
• 二変量のデータに関する回帰直線と多項式による近似曲線を比較
• 画像や音声データを分類
• 機械学習によって訓練データを処理

http://hokuts.com/2016/12/13/cnn1/
https://www.rbbtoday.com/article/2012/06/27/90985.htm
l

http://hellkite.hatenablog.com/entry/chainer_mnist

まとめ

• 数学I（情報Iの場合）、数学B（情報IIの場合）との連携が重要。
• 数学の統計にならないように、情報技術スキルをきちんと使った問題を作
成する必要がある。

• 情報技術スキルは大切だが、表計算ソフトや統計ソフト、ライブラリなど
を使うと、解析結果の表やグラフは簡単に生成できる。そのことに溺れる
ことなく、統計的探求プロセス（「高等学校学習指導要領解説数学編理数
編」参照）を意識する必要がある。
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情報セキュリティ
竹中章勝（畿央大学）
松永賢次（専修大学）

情報Ⅰにおける学習指導要領の記述
(1) 情報社会の問題解決

情報と情報技術を活用した問題の発見・解決の方法に着目
し，情報社会の問題を発見・ 解決する活動を通して，次の
事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 知識及び技能
(イ) 情報に関する法規や制度，情報セキュリティの重要性，
情報社会における個人の責任及び情報モラルについて理解
すること。
イ 思考力，判断表現
(イ) 情報に関する法規や制度及びマナーの意義，情報社会に
おいて個人の果たす役割や責任,情報モラルなどについて，
それらの背景を科学的に捉え，考察すること。



情報Ⅰにおける学習指導要領の記述
(4) 情報通信ネットワークとデータの活用
情報通信ネットワークを介して流通するデータに着目し，
情報通信ネットワークや情報システムにより提供される
サービスを活用し，問題を発見・解決する活動を通して，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 知識及び技能
(ア) 情報通信ネットワークの仕組みや構成要素,プロトコル
の役割及び情報セキュリティを確保するための方法や
技術について理解すること。
イ 思考力，判断表現
(ア)目的や状況に応じて，情報通信ネットワークにおける必
要な構成要素を選択するとともに，情報セキュリティを確
保する方法について考えること。

情報セキュリティルーブリックと内容例
ルーブリック 内容例

1-1 情報セキュリティに関する記述
を読んで，質問に答えられる

機密性・完全性・可用性の観点か
ら内容を判断する

1-2 情報セキュリティを確保する方
法を実行できる

パスワード等個人が運用において
留意すべき行動を選択する

2-1 情報セキュリティを確保する方
法を説明できる

組織内外に影響するセキュリティ
リスクを回避する方法を説明する

2-2 示された情報セキュリティを確
保する方法を、指示された条件
にあわせて修正できる。

小規模ネットワークのセキュリ
ティポリシー案を作成し運用を見
直す方法を説明する

3 与えられた目標にそって、既存
の情報セキュリティ手段を選択
し、活用できる。

参加申し込みシステムを作成する
過程で考慮すべきセキュリティ観
点を説明し選択する

4 情報セキュリティのレベルを向
上させるために、情報セキュリ
ティ手段を改善できる。

情報セキュリティ上のインシデン
ト事例を元に、改善案を設計提案
する



1-1情報セキュリティに関する記述を読ん
で，質問に答えられる
問題

情報システムは、被災地だけでなく東京などでも計画停電でしばし
ば止まった。特に学校 Web サイトはセキュリティを理由にデータセ
ンターを使わないことがあるが、結果的に、情報セキュリティの
三要素（機密性・完全性・可用性）のうち A を重視し、 B を損なうこ
とになった
問：A, Bに入る語句の組合せとして最も適当なものを選択しなさい。

（情報入試研究会 情報入試模試#001 第4問 問4）
関連するTJE Tr-narrative

関連する知識・技能
情報セキュリティの3要素である機密性・完全性・可用性の重要性

1-1情報セキュリティに関する記述を読んで，質
問に答えられる

あるシステムでは、アクセスを許可するかどうか判断するために、パスワー
ドを使用している。
（1）0 から 9 の数字のみを、4 文字並べてパスワードとして使うとする。た
だし、同じ数字を何回用いてもよい。利用できるパスワードは何種類あるか、
数値を記入せよ。
（2）0 から 9 の数字のみを、8 文字並べてパスワードとして使うとする。た
だし、同じ数字を何回用いてもよい。利用できるパスワードの種類は、(1)
と比べて、何倍になるか、数値を記入せよ。
（3）0 から 9 の数字と、 A から Z までの英大文字 26 個と、4 つの記号
「 # 」「 $ 」「 % 」「 & 」を、8 文字並べてパスワードとして使うとする。
ただし、同じ数字・文字・記号を何回用いてもよい。利用できるパスワード
の種類は、(2) と比べて、何倍になるか、数値を記入せよ。

（情報入試研究会 情報入試模試#003B 第1問 問1）
関連するTJE Tr-narrative, Ti-inference

関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法



1-1情報セキュリティに関する記述を読んで，質
問に答えられる

次の（1）～（4）に示すセキュリティを高める上で避けた方がよい行為について、
理由として最も適切なものを、それぞれ下の解答群の選択肢から選んで記号で答
えよ。ただし、各選択肢は 1 度しか使用してはいけない。
（1）パスワードに自宅の電話番号をそのまま用いる
（2）ネットカフェから Web メールを利用する
（3）ファイアウォール機能を停止しておく
（4）メールの添付ファイルを何の確認もせずに開く

ア ウイルスに感染するおそれがあるため
イ キーロガーが設置されているおそれがあるため
ウ 推測されるおそれがあるため
エ コンピュータへ不正侵入されるおそれがあるため

（情報入試研究会 情報入試模試#004A 第1問 問4）
関連するTJE Tr-narrative, Ti-inference

関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法

1-2 情報セキュリティを確保する方法を実行できる
PC 使用時に「安全性のために」守るべき次の (1)～(5) のことがらそれぞれについて、その理
由として最も適するものを、下の解答群から一つずつ選べ。同じ選択肢を複数回、使用して
もよい。
(1) 必要なセキュリティアップデートは通知されたら必ず実施する。
(2) 電子メールに添付されてきたソフトウェアは、むやみに実行しない。
(3) 電子メールでパスワードを平文で送らない。
(4) ネットカフェの PC からはログインの必要な操作は行わない。
(5) ネットショップの注文などは必ず暗号通信のページから行う。

解答群
ア. 暗号を使用しない通信は盗聴されている危険が大きいから。
イ. 不特定多数の出入りする場では PC に盗聴機能などが仕掛けられている可能性があるから。
ウ. 出所の分からないソフトウェアには、ウィルスが含まれている可能性があるから。
エ. ソフトウェアは使用回数に比例して劣化するため。
オ. ソフトウェアの欠陥を突いて PC に侵入されることを防ぐため。
カ. 通信内容を改変してウィルスを埋め込む攻撃が流行しているから

（情報入試研究会 情報入試模試#002 第1問問5）
関連するTJE Tr-narrative, Ti-inference

関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法



1-2 情報セキュリティを確保する方法を実行できる
情報機器やネットワークサービスを利用する際に存在する (1)～(5) のような危険性に対して、
それに対する態度としてもっとも関連が強いものを、それぞれ下の解答群の選択肢から選べ。
ただし、各選択肢は 1 度しか使用してはいけない。

（1）暗号通信でない通信は他人に内容を知られる危険性がある。
（2）自分が撮影した写真のインターネットへの公開は、他人の肖像件等を侵す危険性がある。
（3）自分が撮影した写真のインターネットへの公開は、自分の所在情報を晒してしまう危険
性がある。
（4）不用意にアプリケーションを導入すると自分の住所録などを盗まれる危険性がある。
（5）広告などのメッセージが多数送られて来て重要なメッセージが紛れる危険性がある。

解答群
ア 位置情報が使用される内容・範囲に注意を払う。
イ ソフトウェアがどのような情報アクセス権限を要求してくるかに注意を払う。
ウ 自分が公開する情報と他人のプライバシーの関わりに注意を払う。
エ メールアドレスを用途に応じて使い分ける。
オ ブラウザのアドレス入力欄の鍵マークや URL スキームに注意を払う。

（情報入試研究会 情報入試模試#005B 第1問 問4）
関連するTJE Tr-narrative, Ti-inference

関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法

2-1 情報セキュリティを確保する方法を説明できる

パソコンでネットを使っている際の次の行動のうち、セキュリティ上
のリスクが「とくに高い」ものを２つ選びなさい
解答群
ア. 学校の実習システムのパスワードに辞書から選んだ英単語を使う。
イ. 知人のメールアドレスからよく分からない英文メッセージととも
に送られて来た添付ファイルを開いて確認する。
ウ. 使用期限切れウィルス対策ソフトの更新を後回しにする。
エ. ネット上でたまたま見つけたほとんど知られていないサイトの
ゲームソフトをダウンロードして遊ぶ。
オ. ネットカフェでブラウザの履歴をクリアせずに電源だけ切って退
室する。

（情報入試研究会 情報入試模試#001 第1問 問3）
【理由を説明できれば，2-1相当となる】

関連するTJE Tr-narrative, Ti-inference
関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法



2-1 情報セキュリティを確保する方法を説明できる
パソコンでネットを使っている際の次の行動のうち、セキュリティ
上のリスクが「とくに高い」ものを２つ選びなさい
解答群
ア. 学校の実習システムのパスワードに辞書から選んだ英単語を使
う。
イ. 知人のメールアドレスからよく分からない英文メッセージとと
もに送られて来た添付ファイルを開いて確認する。
ウ. 使用期限切れウィルス対策ソフトの更新を後回しにする。
エ. ネット上でたまたま見つけたほとんど知られていないサイトの
ゲームソフトをダウンロードして遊ぶ。
オ. ネットカフェでブラウザの履歴をクリアせずに電源だけ切って
退室する。

（情報入試研究会 情報入試模試#001 第1問 問3）
【理由を説明できれば，2-1相当となる】

関連するTJE Tr-narrative, Ti-inference
関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法

2-1 情報セキュリティを確保する方法を説明できる
公開鍵暗号方式を使った電子署名に関する文章として、不適切なもの 1 つ
を次の解答群の選択肢から選べ。
解答群
ア 暗号化されていても、電子署名がされていないことがある。
イ コンピュータに保存された いかなるファイルに対しても、電子署名をす
ることができる。
ウ 電子署名された文書を読むためには、暗号を復号する必要がある。
エ 電子署名をされた文書の署名を確認するには、そのためのソフトウェア
が必要になる。
オ 文書全体に対して電子署名をする代わりに、文書のハッシュ値に対して
電子署名をすることがある。

（情報入試研究会 情報入試模試#005B 第1問問1）
【理由を説明できれば，2-1相当となる】

関連するTJE Tr-narrative, Ti-inference
関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法



2-1 情報セキュリティを確保する方法を説明できる
一方で、このようにしてパスワードの技術的な安全性を高めても、
(a)ユーザの設定によっては、一気に脆弱性が高まる。
従来、パスワードは、「定期的に変更する」「紙などにメモしない」
「システム管理者から提供されたものは直ちに変更する」のが当たり
前と言われていた。しかし、こうすることによって、(b)かえって
脆弱性が高まってしまうという指摘もあり、パスワード管理の運用
方針を変更する組織がでてきた。
問 2 下線部 (a) の原因として考えられる理由を、20 文字以内で答え
よ。
問 3 下線部 (b) の原因として考えられる理由を、20 文字以内で答え
よ。

（情報入試研究会 情報入試模試#005B 第3問より抜粋）
関連するTJE Tr-narrative, Ti-construction

関連する知識・技能 情報セキュリティを確保する方法
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